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古紙配合率１００％再生紙を使用しています
やめましょう　歩きたばこ・ポイ捨てを

〈表１　いただいたご意見の例〉
区の考え方主な意見

「杉並区教育ビジョン」に示された考え方
を実現するため「（仮称）新教育改革アク
ションプラン」を定め、計画的に進めてい
きます。

ビジョンの内容はおおむね賛成。特に、教師の師範学
校、地域運営学校、などの構想は良い教師－良い学校
－地域の教育力を育て確立させるのに有効である。
「腰砕け」にならず、初志貫徹を。

ビジョンは、憲法、教育基本法などの現行
法を踏まえたものとなっています。

作成にあたっては、憲法・教育基本法・子どもの権利条
約に基づいた子ども観に立って、検討してほしい。

教育は、社会の形成者の育成のために行
うものであり、育てたい人間像を示すこ
とが必要です。

望ましい社会のために人間がどうあらねばならない
かを行政が描くことは疑問。人と人との有機的な関係
性によって社会は形成されるので、望ましい人間像は
それぞれの個人が描き追求するものだと思う。

「地域に開かれた学校」については、３章
で掲げています。地域の教育力は、地域本
来が持つべき力であり、区の教育施策は、
それらも包含して構築します。

地域の教育力を高めようというとき、地域と学校との
協力・協働が必要だが、その前に、学校が地域に開かれ
ていることが前提。このことを明記する必要がある。

今後、伝統文化の継承や、郷土に対する誇
りをはぐくむ教育に取り組んでいきま
す。

伝統文化について、地域に根ざした行事などを積極的
にとり入れて欲しい。日本の伝統文化、歴史への理解
を深め、郷土に対する愛着・誇りをはぐくみ、明日の日
本、社会を担う人を育てることが非常に大事である。

「教育は人なり」「人が人を育てる」という
理念のもと、教員の資質向上の取り組み
を進めます。また、成果を検証するため、
学校評価の活用や、教員の相互評価制度
の導入を進めます。

３年ごとに教員資格の見直しをするとか、資格の取り
消しなどを厳しくしてほしい。また、生徒に先生の資
質の評価をさせるなど、適性のチェック機関が必要だ
と思う。サラリーマン的な先生ではなく、「聖職」とし
て、子どもたちに信頼され、子どもたちの範となって
ほしい。

家庭は教育の基礎となる場であり、家庭
学級、子育て支援などにより、家庭の教育
力の向上を支援していきます。学校・家庭
などがそれぞれの役割を果たし連携して
いくことが大切であると考えています。

子育てをしている（これからする人にも）親を教育す
る場を作ってほしい。子どもを育てる前に、親を育て
る必要がある。教育行政も家庭との連携が重要。そし
て、自分自身の存在意義や、他人とのかかわり、共同体
の一員としての自覚などを養うべきだと考える。

　

区
は
、
杉
並
区
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
（
素
案
）
を
公
表
し
、「
広
報

す
ぎ
な
み
」　

年　

月　

日
号

１６

１１

１１

で
区
民
意
見
提
出
手
続
き
に
基

づ
き
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
個
人
三
七
件
、

団
体
二
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意

見
の
例
と
、
区
の
考
え
方
は
、

表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

ご
意
見
を
踏
ま
え
て
素
案
を

修
正
の
上
（
表
２
）、
教
育
ビ
ジ

ョ
ン
を
定
め
ま
し
た
。

　

今
後
、「
教
育
立
区
」
の
実
現

に
向
け
、
教
育
委
員
会
と
区
長

部
局
と
の
連
携
を
進
め
、
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
三
つ
の
教

育
改
革
の
方
針
に
基
づ
い
て
、

「
意
欲
と
自
信
に
支
え
ら
れ
た

信
頼
で
き
る
人
」
を
育
て
る
た

め
の
施
策
、「
人
間
力
」
育
成
を

支
援
す
る
施
策
を
推
進
し
ま

す
。　

年
度
に
は
、
教
育
ビ
ジ

１７

ョ
ン
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
の
行
動
計
画
「（
仮
称
）
新
教

育
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
す
。
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
素
案
を
公
表
し
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
全
文
と
い
た

だ
い
た
ご
意
見
の
概
要
、
ご
意

見
に
対
す
る
区
の
考
え
方
は
、

次
の
場
所
で
ご
覧
に
な
れ
る
ほ

か
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

　

教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課

（
区
役
所
東
棟
六
階
）、区
政
資

料
室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）、
区

民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務

所
、
図
書
館

〈表２　素案の修正点〉
区の考え方意見の概要

本文中に定義づけ
しているもの以外
で、わかりにくいと
思われる単語につ
いては、巻末に用語
集をつけ加えまし
た。

「学校力」「人間力」など新
語を使わないで、だれにで
も分かる平易な文章に。カ
タカナ表記の文言（アクシ
ョンプラン・エコスクール
など）が多くわかりにく
い。

ご意見を参考に見
直し、表現などの工
夫をしました。

前書きの部分はとても大
切。現状をどう分析し、何
が求められているかを明
らかにしなければ、新たな
施策はできない。

「幼小連携教育」以
外の本来の「就学前
教育」を充実させる
ことについて、３章
の１に新たに明記
しました。

（就学前教育の充実）
就学時前の子どもたちに
は、年齢に応じた教育サー
ビスが必要で、小学校教育
の先取りのようなことは
好ましくない。

杉
並
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課
へ
。

●
募
集
し
ま
す 

区
立
学
校
非
常
勤
教
員

◇
補
助
教
員

　
 

担
当
教
員
と
の
チ
ー
ム
テ

ィ
ー
チ
ン
グ（
二
人
指
導
体
制
）

に
よ
る
授
業
補
助
な
ど
▽
勤
務

期
間
＝
４
月
１
日
〜　

年
３
月

１８

　

日（
一
年
間
・
二
回
ま
で
更
新

３１可
）▽
勤
務
日
数
＝
月
二
〇
日

以
内（
長
期
休
業
期
間
中
は
除

く
）▽
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時

〜
午
後
５
時
の
間
で
指
定
す
る

時
間（
実
働
六
時
間
）▽
勤
務
場

所
＝
区
立
小
・
中
・
養
護
学
校
▽

資
格
＝　

年
３
月　

日
現
在　

１８

３１

４０

歳
未
満
で
小
・
中
学
校
い
ず
れ

か
の
教
諭
免
許
状
を
有
す
る
方

内

ま
た
は　

年
４
月
１
日
ま
で
に

１７

教
諭
免
許
状
を
取
得
で
き
る
方

▽
時
給
＝
一
三
〇
〇
円
程
度

（
予
定
）▽
募
集
人
数
＝
三
五
名

程
度
▽
そ
の
他
＝
有
給
休
暇
あ

り
。
社
会
保
険
加
入
。
交
通
費

支
給（
月
額
一
万
円
限
度
）

◇
教
員
（
嘱
託
）

　
 

教
科
指
導
▽
勤
務
期
間
＝

４
月
１
日
〜　

年
３
月　

日

１８

３１

（
一
年
間
・
更
新
あ
り
）
▽
勤

務
日
数
＝
月
一
六
日
▽
勤
務
時

間
＝
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

１５

時
（
八
時
間
）
▽
勤
務
場
所
＝

区
立
小
・
中
学
校
▽
資
格
＝
小

学
校
教
諭
免
許
状
ま
た
は
中
学

校
教
諭
免
許
状
（
国
語
ま
た
は

数
学
）
を
現
に
有
す
る
方
ま
た

内

は　

年
４
月
１
日
ま
で
に
前
記

１７
教
諭
免
許
状
を
取
得
で
き
る
方

▽
月
額
報
酬
＝
一
七
万
円
以
上

（
予
定
）
▽
募
集
人
数
＝
五
名

（
小
学
校
二
名
・
中
学
校
国
語

一
名
・
中
学
校
数
学
二
名
）
▽

そ
の
他
＝
有
給
休
暇
あ
り
。
社

会
保
険
加
入
。
交
通
費
支
給

☆

　
 

所
定
の
応
募
書
類
（
教
育

委
員
会
事
務
局
指
導
室
で
配

布
。
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
り
出
せ
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
２
月　

日
（
必
着
）

２８

ま
で
に
教
育
委
員
会
事
務
局
指

導
室
（
区
役
所
東
棟
六
階
）
へ

郵
送
ま
た
は
持
参 

指
導
室

申

問

�ＰＴＡ行事で花を植える子どもたち（松ノ木小学校）

杉並の目指す教育

基本的考え方

◎未来を 拓 く人を育てる教育を進めます
ひら

◎自分たちで自分のまちをつくる人々の
　力を育成します

教育改革の方針

◎「教師（師範）」を育てます
◎自立と責任のある学校をつくります
◎地域の教育力を高めます
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て
取
り
組
み
、
犯
罪
防
止
に
努

め
て
い
る
こ
と
や
、
防
災
対
策

に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

の
現
れ
と
い
え
ま
す
。

�
区
民
一
人
あ
た
り
の
区
の
負

債
額
（
図
２
）

　

区
は
こ
れ
ま
で
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
職
員
定
数

の
削
減
や
歳
出
の
抑
制
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
の
結
果
、

ピ
ー
ク
時
の　

年
度
と
比
べ
て

１２

区
民
一
あ
た
り
の
負
債
額
は　
２０

％
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

　

・　

年
度
で
は
、　

区
中
七

１４

１５

２３

番
目
に
低
い
数
値
と
な
っ
て
い

ま
す
。
他
の　

区
も
区
債
発
行

２２

の
抑
制
に
努
め
て
い
る
た
め
、

同
様
の
ペ
ー
ス
で　

区
平
均
値

２３

は
低
下
し
て
い
ま
す
。

公
社
等
経
営
評
価
の 

実
施
状
況

　

区
が
出
資
や
支
援
を
し
て
い

る
公
社
な
ど
七
団
体
の
経
営
力

を
強
化
す
る
た
め
、　

年
度
か

１３

ら
経
営
評
価
制
度
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
業
務
、
財
務
状
況
な

ど
に
つ
い
て
自
ら
が
評
価
す
る

一
次
評
価
、
区
の
担
当
の
部
課

に
よ
る
二
次
評
価
を
受
け
て
、

行
財
政
改
革
推
進
本
部
が
三
次

評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

年
度
の
財
務
状
況
に
つ
い

１５
て
は
、
区
な
ど
か
ら
の
補
助
金

収
入
、
管
理
費
、
人
件
費
の
す

べ
て
に
お
い
て
増
加
傾
向
に
あ

り
、
効
率
的
な
団
体
経
営
が
必

要
で
す
。
経
常
収
支
は
前
年
度

の
二
・
四
倍
増
と
な
っ
て
お
り
、

大
き
く
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
表
２
）

　

今
後
、
公
社
等
に
は
競
合
す

る
民
間
事
業
者
と
サ
ー
ビ
ス
、

コ
ス
ト
な
ど
す
べ
て
の
面
で
競

争
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

区
は
、
こ
の
経
営
評
価
な
ど

を
通
じ
て
、よ
り
一
層
効
率
的
・

効
果
的
な
団
体
経
営
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

外
部
評
価

　

区
政
を
外
部
の
視
点
か
ら
評

価
す
る
た
め
に
「
外
部
評
価
委

員
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

外
部
評
価
委
員
会
は
、
大
学

教
授
、
公
認
会
計
士
な
ど
の
専

門
家
五
名
で
構
成
さ
れ
、
区
が

行
っ
た
行
政
評
価
や
公
社
等
の

経
営
評
価
に
つ
い
て
、
客
観
的

に
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
実
施
し
た
行
政
評
価
と

公
社
等
経
営
評
価
に
つ
い
て
、

外
部
評
価
委
員
会
に
よ
る
「
外

部
評
価
」
を
実
施
し
ま
す
。

〈表１　杉並区政チェックリスト〉

目標
年度

目標値前年度比
指　　標　　値

指標名（単位）分
野 １５年度１４年度

１７毎年減３．７％減２１０２１８犯罪発生率（件／万人）
安
全
・
安
心

１７４５１２１６．８％減７０５６８４８５駅前放置自転車の台数（台）
１７２０６．７％増１７．４１６．３狭あい道路を整備した率（％）

１７毎年増５．４％増６０．８５７．７杉並区が安全・安心な
まちと思う区民の割合（％）

１７６４２．６％減７５７７交通事故死傷者数比率（％）

２２０．０３４．８％減０．０４００．０４２杉並区の大気の状況
（窒素酸化物の濃度）（ppm）

み
ど
り
・
環
境

２４４２９０．９％減６９３６９９区民１人あたりの
ごみ排出量（ｇ／日）

２４４３３．２％増１９．４１８．８リサイクル率（％）
２２増大－－２６．１６公共施設の緑化面積（ha）

２２７０１．３％減６２．８６３．６杉並区が美しいと思う
区民の割合（％）

１９減少３．６％増１６万４９４１１５万９２８０国民健康保険
１人あたり医療費（円）

健
康
・
福
祉

１９５０３．０％減３５．８３６．９公共施設バリアフリー度（％）

１９１年
以内－１年

４カ月
１年
８カ月

特別養護老人ホーム
入所者平均待機期間（月）

１９８０３．０％増７９．８７７．５高齢者で生きがいを
感じている人の割合（％）

１９０１４．０％減１５３１７８保育園待機児童数（人）
１７上昇－－〈３４．３〉高齢者の就労率（％）産

業
経
済
・
区
民
生
活

１９増加－（３２．３）３２．３商店街の活性化度（従業員１人
あたりの売上高）（百万円）

１９増加－（５３２７）（５３２７）みどりの産業事業所数（所）

１９上昇－８０．６〈８１．４〉若者に対する
まちの魅力度（％）

１９増加１．６％減４７３４４８１３課税所得の平均値（千円）

１８８５２．０％増８３．３８１．７児童生徒の学力レベル
（学習定着度）（％）

自
律
・
教
育

１８２５１２．９％減１８．９２１.７ボランティアに参加したこと
のある区民の割合（％）

１８１６３７．０％増２１４２００不登校児童生徒数（人）

１８７８０．４％減７２．７７３.０
いじめや仲間はずれがなく
生活していると感じている
子どもの割合（％）

１８
１時間４５
分/２時
間１５分

５．５％増／ 
５．１％増

１時間３６
分／２時
間４分

１時間３１
分／１時
間５８分

区民１人あたりの
文化的生活時間
(平日／休日)（時間）

１７減少６．０％減２４万２０４０２５万７４１５区民１人あたりの
行政コスト（円）

区
政
経
営

１７８０１２．１％増７５．８６７．６区民の区政満足度（％）

１７９５１．２％増９３．３９２．２杉並区を住みよいと
感じている区民の割合（％）

１７９０２．５％減８２．５８４．６職員のやる気指数（％）

１７減少７．１％減１３万９４４３１５万００７０区民１人あたりの
区の負債額（円）

（注）1． 指標値で、〈　〉は、出典調査の内容に変更があり、参考数値として掲載。2 ．指
標値で、（　）は、当該年度の数値ではなく、前の数値で直近のものを掲載。

行
政
評
価
の
実
施
状
況

◇
行
政
評
価
の
目
的

�
成
果
重
視
の
行
政
へ
の
転
換

�
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
の

実
現

�
説
明
責
任
の
徹
底

◇
行
政
評
価
の
仕
組
み

　

区
の
基
本
計
画
の
体
系
に
基

づ
き
、
政
策
、
施
策
、
事
務
事

業
の
三
階
層
を
体
系
的
に
評
価

し
て
い
ま
す
。

�
事
務
事
業
評
価

　

事
務
事
業
ご
と
の
効
率
性
や

施
策
の
成
果
向
上
へ
の
貢
献
度

な
ど
を
評
価
し
、
事
務
事
業
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

�
施
策
評
価

　

施
策
の
目
標
の
設
定
と
そ
の

達
成
度
、
効
果
と
経
費
に
つ
い

て
評
価
し
、
施
策
を
構
成
す
る

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

�
政
策
評
価

　

政
策
の
目
標
の
設
定
と
そ
の

達
成
度
、
効
果
と
経
費
に
つ
い

て
評
価
し
、
政
策
を
構
成
す
る

施
策
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◇　

年
度
の
実
施
状
況

１６

　
　

年
度
に
実
施
し
た
、
二
二

１５
の
政
策
、
七
八
の
施
策
、
八
六

二
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
評
価

を
行
い
ま
し
た
。

区
民
の
視
点
で
行
政
を

チ
ェ
ッ
ク

◇
区
政
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　

区
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
で
区

政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
指

標
「
杉
並
区
政
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」を
設
け
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
区
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、
三
〇

項
目
を
設
定
し
、
区
の
状
況
を

表
し
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
は
、
前
年
度
よ
り
目

１５

標
値
に
向
け
て
好
転
し
た
指
標

は
一
六
項
目
、
後
退
し
た
指
標

は
八
項
目
で
し
た
。

　

好
転
し
た
指
標
の
主
な
も
の

は
、「
駅
前
放
置
自
転
車
の
台

数
」（　

・
８
％
減
）、「
保
育
園

１６

待
機
児
童
数
」（　

・
０
％
減
）、

１４

「
区
民
の
区
政
満
足
度
」（　

・
１２

１
％
増
）、「
犯
罪
発
生
率
」（
３
・

７
％
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
後
退
し
た
も
の
は
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た

こ
と
の
あ
る
区
民
の
割
合
」

（　

・
９
％
減
）、「
不
登
校
児

１２
童
生
徒
数
」（
７
・
０
％
増
）
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
指
標
を
改
善
し
て
い
く
た
め

に
は
、
区
民
・
区
・
事
業
者
な

ど
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

�
杉
並
区
が
安
全
・
安
心
な
ま

ち
と
思
う
区
民
の
割
合

　

（
図
１
）

　

前
年
度
と
比
較
し
て
３
・
１

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
自
転
車
放
置
防
止

活
動
や
街
路
灯
の
改
修
、
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
創
設
、
自
主

防
犯
団
体
の
結
成
な
ど
地
域
住

民
と
区
、
警
察
が
一
体
と
な
っ

区は、「杉並区自治基本条例」に基づき、効率的で効果的な区政運営を行うため、行政評価を実
施しています。今回は、１６年度の実施状況をお知らせします。――問い合わせは、企画課へ。

〈表２　公社等の主な財務指標の平均値〉

１５年度１４年度指標名

４２．２％４０．６％当期収入に占める補助金収入割合

２５．３％２７．５％当期収入に占める受益者負担割合

２１．６％２０．１％当期支出に占める管理費割合

３１．２％３０．７％当期支出に占める人件費割合

３２２０万円１３２０万円経常収支

〈図２　区民１人あたりの区債残高〉

ご
意
見
を 

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
　

年
度
の
行
政
評
価
と
公

１６
社
等
の
経
営
評
価
は
、
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
区
政
資
料
室

（
区
役
所
西
棟
二
階
）、企
画

課
（
区
役
所
東
棟
四
階
）、
図

書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
区
民

の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
今
後
の
行
政
評
価
な

ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
意
見
は
、
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
企
画
課

�
３
３
１
２
‐
９
９
１
２
、

Ｅ
メ
ー
ルk

ik
a
k
u
-k
@
c
i

ty
.s
u
g
in
a
m
i.lg
.jp

へ
。

２２の政策評価２２の政策評価

７８の施策評価７８の施策評価

８６２の事務事業評価８６２の事務事業評価

２２の政策評価

７８の施策評価

８６２の事務事業評価

３０項目の
杉並区政
チェック
リ ス ト

130,000
140,000
150,000
160,000
170,000
180,000
190,000
200,000
210,000 23区平均

杉並区

1514131211

円

年度

〈図１　杉並区が安全・安心なまちと思う区民の割合〉
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

�������●３ 平成１７（２００５）年�月��日（金曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

ひ
な
人
形
の
展
示

　
 

２
月　

日 

〜
３
月
３
日

１８

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
月

曜
休
館
）
▽
甘
酒
配
布
＝
２
月

　

日 

午
前　

時
〜
（
先
着
七

２７

１０

〇
名
） 

郷
土
博
物
館
（
大
宮

１
―　

―
８
） 

一
〇
〇
円（
観

２０

覧
料
、
中
学
生
以
下
は
無
料
）

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

郷
土

博
物
館
�
３
３
１
７
‐
０
８
４

１ 

車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

 
雛 
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

ひ
な

　
 

３
月
３
日 

午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時
（
区
後
援
） 

高
齢

者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
杉
の
樹

ホ
ー
ル
（
高
井
戸
東
３
―
７
―

５
） 

出
演
＝
ハ
ー
モ
ニ
カ
独

奏
＝
近
松
勝
男
、
弦
楽
合
奏
＝

北
の
杜
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

区
内

在
住
・
在
勤
の
方 

一
〇
〇
名

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

杉
の
樹
大
学
Ｏ
Ｂ
連
合
会
・

中
島
英
吉
�
３
３
３
１
‐
１
８

４
９　

●
家
庭
学
級
・
子
育
て
サ
ロ

ン
発 

親
子
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ

　
 

２
月　

日 

午
前　

時　

１９

１０

３０

分
〜
午
後
４
時
（
区
共
催
） 

井
草
社
会
教
育
会
館
（
今
川
４

―　

―　

） 

①
親
子
の
ア
ー

１２

１０

ト
セ
ラ
ピ
ー
②
手
作
り
ア
ロ
マ

③
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
④
カ
ク

時

（金）

（木）

（日）
場

費

申

問

他時

（木）

場

内

対

定

費

申

問
時

（土）

場

内

テ
ル
を
作
ろ
う
⑤
多
言
語
で
遊

ぼ
う
⑥
幼
稚
園
情
報
相
談
コ
―

ナ
ー
�
子
育
て
相
談
コ
ー
ナ
ー

ほ
か 

①
〜
④
は
参
加
費
、
定

員
あ
り 

・ 

当
日
、
直
接
会

場
へ
。
①
〜
④
と
託
児
は
電
話

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
２
月　
１６

日
ま
で
に
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
∞
遊

�
６
７
６
２
‐
８
７
９
０
、
Ｅ

メ
ー
ルp

la
n
n
in
g
y
o
u
@
h

o
tm
a
il.c
o
m

へ
（
先
着
順
）

浜
田
山
お
や
こ
演
劇 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
 

３
月
６
日 

午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分 

浜
田
山
会
館

３０

（
浜
田
山
１
―　

―
３
） 

地

３６

域
の
大
人
と
子
ど
も
に
よ
る

劇
、
人
形
劇
、
和
太
鼓
、
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、
手
話
の
歌 

二
五
〇
名 

無
料 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

浜
田
山
児
童
館
�

３
３
１
７
‐
５
１
６
６

●
天
文
の
夕
べ
・
観
望
会 

土
星
、
最
も
明
る
い
恒

星
シ
リ
ウ
ス

　

夕
刻
、
東
の
空
高
く
明
る
く

輝
く
土
星
の
す
ぐ
そ
ば
に
、
現

在
探
査
機
カ
ッ
シ
ー
ニ
が
調
査

を
行
っ
て
い
る
衛
星
タ
イ
タ
ン

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
南
の
空
に
輝
く
恒
星
シ
リ

ウ
ス
は
、
表
面
温
度
が
お
よ
そ

九
〇
〇
〇
度
と
高
温
な
た
め
、

白
く
見
え
ま
す
。　

　
 

２
月　

日 

午
後
６
時
〜

２６

費
申

問

時

（日）場

内
定

費

申

問

時

（土）

８
時
（
５
時　

分
開
場
） 

科

３０

学
館
（
清
水
３
―
３
―　

） 
１３

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
小

学
四
年
生
以
上
の
方
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

無
料

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

科
学

館
�
３
３
９
６
‐
４
３
９
１ 

雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
で
「
天
文
の
話
」

を
し
ま
す

親
子
で
楽
し
む 

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時　

２７

３０

分
〜
４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

窪
・
環
境
学
習
室
（
荻
窪
５
―

　

―　

） 

区
内
在
住
・
在
勤
・

１５

１３

在
学
で
小
学
生
以
上
の
方
（
小

学
三
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
） 

二
五
名 

無
料 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
記
入

例
参
照
）
で
、
す
ぎ
な
み
環
境

情
報
館
�
３
３
９
８
‐
３
１
９

１
�
３
３
９
８
‐
３
１
９
３
へ

（
先
着
順
）

３
月
の
施
設
め
ぐ
り 

　

資
源
の
処
理
施
設
と
ご
み
の

最
終
処
分
場
を
た
ど
り
な
が

ら
、
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

３
月
８
日 

午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
４
時　

分 

コ
ー
ス

３０

＝
区
役
所
（
集
合
）
↓
港
資
源

化
セ
ン
タ
ー
（
港
区
）
↓
中
央

防
波
堤
埋
立
処
分
場（
江
東
区
）

↓
区
役
所
（
解
散
） 

区
内
在

場
対

費

申

問

他

時

（日）

場対

定

費

申

問

時

（火）

内対

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
小
学

生
以
下
は
付
き
添
い
が
必
要
で

す
） 

四
二
名
（
抽
選
） 

一

人
一
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ

に
「
３
月
の
施
設
め
ぐ
り
」
と

明
記
し
、
参
加
希
望
者
全
員
の

氏
名
・
年
齢
・
性
別
と
代
表
者

の
住
所
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、

２
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
区

２４

政
相
談
課
施
設
め
ぐ
り
担
当
へ

 

区
政
相
談
課 

全
行
程
貸
切

り
バ
ス
で
移
動
、
昼
食
あ
り

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
大
会

　

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
が
、

日
本
で
感
じ
た
こ
と
や
自
分
の

国
の
話
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

　
 

３
月
５
日 

午
後
１
時　
３０

分
〜 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

） 

無
料 

１９

当
日
、
直
接
会
場
へ 

文
化
･

交
流
協
会
交
流
係
�
５
３
７
８

‐
８
８
３
３

教
職
員
教
材
・
教
具
開

発
展
示
会

　

区
立
幼
稚
園
、
小
・
中
・
養

護
学
校
の
先
生
が
つ
く
っ
た
教

材
・
教
具
の
展
示
会
で
す
。

　
 

２
月　

日 

〜
３
月
４
日

１４

 

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
） 

済
美
教
育
研
究
所
（
堀
ノ
内
２

―
５
―　

） 

当
日
、
直
接
会

２６

場
へ 

済
美
教
育
研
究
所
�
３

３
１
１
‐
０
０
２
１

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

リ
サ

in

イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

　
 

３
月
５
日 

・
６
日 

午

前　

時
〜
午
後
３
時 

リ
サ
イ

１０
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸 

募
集
区

画
＝
各
日
共
一
四
区
画 

区
内

在
住
・
在
勤
の
方
（
業
者
は
不

可
） 

一
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ

ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
に
参
加

定

費

申

問

他

時

（土）

場

費

申

問

時

（月）

（金）

場

申

問
時

（土）

（日）

場内
対

費

申

希
望
日
も
書
い
て
、
２
月　

日
１８

（
必
着
）
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル

ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒　

‐
０
０

１６８

７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）

へ 

同
ひ
ろ
ば
�
３
３
３
１
‐

４
３
６
０
（
水
・
木
曜
休
館
）

 

車
で
の
搬
出
入
・
来
場
は
で

き
ま
せ
ん

荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
 

３
月　

日 

午
前　

時
〜

１３

１１

午
後
４
時
（
雨
天
の
場
合
は　
２０

日 

に
延
期
・
区
後
援
） 

荻

窪
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
二
階
デ
ッ

キ
、
八
階
屋
上
（
上
荻
１
―
９

―
１
） 

区
内
在
住
・
在
勤
の

方
（
業
者
は
不
可
） 

二
階
デ

ッ
キ
（
一
・
五
ｍ
四
方
）、
八
階

屋
上
（
二
ｍ
四
方
）
の
い
ず
れ

も
一
区
画
二
〇
〇
〇
円 

往
復

ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
、
往
復

ハ
ガ
キ
以
外
は
無
効
）
に
出
店

希
望
場
所
も
書
い
て
、
２
月　
２４

日
（
必
着
）
ま
で
に
荻
窪
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
２
―　

―
１８

１
一
階
）
へ（
抽
選
） 

同
事
務

局
�
３
３
１
５
‐
７
７
５
１

●
ソ
ー
シ
ャ
ル
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
セ
ミ
ナ
ー 

成
果
発
表
会

　

地
域
・
社
会
の
課
題
を
解
決

し
、
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る

活
動
を
起
業
す
る
た
め
の
講
座

（　

年　

月
〜　

年
２
月
）
の

１６

１１

１７

成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時　

２６

３０

分
〜
４
時　

分 

産
業
商
工
会

３０

館（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

） 
１９

①
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
福

祉
、医
療
ほ
か
各
種
生
活
支
援

な
ど
の
分
野
で
の
社
会
的
起
業

の
提
案
）②
会
場
参
加
型
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
評
価
③
展
示
会

場
で
の
交
流 

西
武
信
用
金
庫

問
他

時

（日）

（日）

場

対

費
申

問

時

（土）場

内

師

事
業
支
援
部
担
当
部
長
・
川
村

貴
俊
、さ
ん
し
会
会
長
・
小
池

曙
、日
本
電
気
㈱
社
会
貢
献
マ

ネ
ジ
ャ
ー
・
高
林
潔
、サ
ン
・
マ

イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
執
行
役

員
・
長
谷
川
将
ほ
か 

七
〇
名

 

無
料 

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス（
記
入
例
参
照
）に
職

業
、Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
書

い
て
、２
月　

日（
必
着
）ま
で

１８

に
Ｓ
Ｃ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局

（
Ｅ
メ
ー
ルin

fo
@
c
-r.jp

、�

５
３
０
７
‐
０
６
８
４
）へ 

産

業
振
興
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
担
当

 
●
区
民
企
画
講
座 

音
感
を 
育 
む
手
作
り 

は
ぐ
く

お
も
ち
ゃ（
木
琴
）教
室

　

講
師
が
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
木

琴
を
、
部
品
を
組
み
立
て
て
作

り
、
実
際
に
音
を
出
し
た
り
わ

ら
べ
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
、
音

色
を
楽
し
み
ま
す
。
幼
い
お
子

さ
ん
や
お
孫
さ
ん
に
、
素
朴
な

木
の
音
色
を
贈
り
ま
せ
ん
か
。

　
 

３
月　

日 

午
後
１
時　

１３

３０

分
〜
３
時　

分 

セ
シ
オ
ン
杉

３０

並（
梅
里
１
―　

―　

） 

ア
ト

２２

３２

リ
エ
・
コ
コ
ン
・
原
千
夏
（
木
の

お
も
ち
ゃ
デ
ザ
イ
ナ
ー
） 

区

内
在
住
・
在
勤
の
方 

三
〇
名

（
抽
選
） 

一
〇
〇
〇
円
（
材

料
費
込
） 

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
記
入
例
参
照
）

で
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２５

に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
１６６

定

費

申

問

時

（日）場

師
対

定

費申

０
０
１
１
梅
里
１
―　

―　

�

２２

３２

３
３
１
７
‐
６
６
２
０
、
Ｅ
メ

ー
ルs

h
a
k
y
o
-c
@
c
ity
.s
u

g
in
a
m
i.lg
.jp

）へ 

同
セ
ン

タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

●
車
座
講
座 

つ
な
が
り
・
つ
な
げ
る

企
画
力
―
活
動
か
ら
起
業
へ

　

自
然
食
品
へ
の
思
い
か
ら
レ

ス
ト
ラ
ン
経
営
へ
、
そ
し
て
企

業
と
も
協
働
し
て
活
動
の
場
を

広
げ
て
い
る
田
村
匡
世
さ
ん
の

お
話
を
伺
い
ま
す
。

　
 

３
月
３
日 

午
後
６
時　
３０

分
〜
８
時　

分 

セ
シ
オ
ン
杉

３０

並
（
梅
里
１
―　

―　

） 

・

２２

３２

 

第
一
部
＝
講
演
（
自
然
食
品

レ
ス
ト
ラ
ン
「
す
み
れ
家
」
オ

ー
ナ
ー
・
田
村
匡
世
）
▽
第
二

部
＝
車
座
に
な
っ
て
の
懇
談
会

 

四
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料

 

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
（
記
入
例
参
照
）
に
「
自

分
の
夢
、
や
り
た
い
こ
と
」
も

書
い
て
、
２
月　

日（
必
着
）ま

２１

で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒

　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―　

―

１６６

２２

　

�
３
３
１
７
‐
６
６
２
０
、

３２Ｅ
メ
ー
ルs

h
a
k
y
o
-c
@
c
it

y
.s
u
g
in
a
m
i.lg
.jp

）
へ 

同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６

６
２
１ 

託
児
あ
り（
１
歳
〜
）

百
人
一
首
源
平
か
る
た
教
室

　

百
人
一
首
を
と
お
し
て
、
日

本
語
の
美
し
さ
に
ふ
れ
て
み
ま

し
ょ
う
。（
区
後
援
）

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時
〜

２７

５
時 

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）

 

小
学
生
以
上
の
方
（
ひ
ら
が

な
が
読
め
る
幼
児
も
可
） 

三

六
名 

無
料 

・ 

電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
記
入
例
参
照
）

で
、
伝
承
文
化
研
究
所
�
・
�

問

時

（木）場

内

師定

費

申

問

他

時

（日）

場

対

定

費

申

問

３
９
５
０
‐
３
９
８
５
ま
た
は

小
林
�
０
９
０
‐
４
９
６
５
‐

１
３
１
０
へ
（
先
着
順
）

●
郷
土
史
講
座 

大
仏
開
眼
と
そ
の
時
代

背
景

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時　

２０

３０

分
〜
４
時
（
区
共
催
） 

セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

郷
土
史
研
究
家
・
木
村
輝
夫

 

七
〇
名 

五
〇
〇
円
（
会
員

三
〇
〇
円
） 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

杉
並
区
歴
史
研
究
団
体

連
絡
会
（
杉
並
郷
土
史
会
）・
原

田
弘
�
３
３
１
２
‐
６
６
２
３

●
向
陽
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ク
ラ

ブ
講
演
会 

木
を
育
て
る
こ
と
と
子
育
て

　

森
や
木
の
恵
み
、
自
然
の
偉

大
さ
を
知
り
、
市
民
開
放
を
始

め
た
大
学
の
演
習
林
に
も
行
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。（
区
後
援
）

　
 

２
月　

日 

午
後
２
時
〜

２６

３
時　

分 

向
陽
中
学
校
ク
ラ

３０

ブ
ハ
ウ
ス
（
下
高
井
戸
３
―　
２４

―
１
向
陽
中
学
校
内
） 

荒
木

淳 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方 

八
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

上
野
�
３
３
２
１
‐
６
４
８
８

ま
た
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
３
３
２

９
‐
３
９
３
５
（
日
曜
の
み
）

●
環
境
講
演
会 

水
道
の
水
を
お
い
し
く

す
る
に
は

　
 

２
月　

日 

午
後
３
時
〜

１９

４
時　

分 

科
学
館
（
清
水
３

３０

―
３
―　

） 

信
州
大
学
教
授
・

１３

中
本
信
忠 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方 

二
二
〇
名
（
先
着

順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

科
学
館
�
３
３
９
６
‐

４
３
９
１

時

（日）

場

師定

費
申

問
時

（土）

場

師

対
定

費

申

問

時

（土）

場
師

対定

費

申

問

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢も記入

〈郵便ハガキ〉

○１ 行事名

○２ 住所

○３ 氏名（フリガナ）

○４ 年齢　

○５ 電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

▲木琴のデザイン



声の広報」のお申し込みは広報課へ。
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

●
杉
並
区
消
費
者
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
企
画
講
座 

食
の 
倶  
楽 
部
   
 

く 

ら 

ぶ

ソ
ー
セ
ー
ジ
の
世
界

　

ド
イ
ツ
の
白
い
ソ
ー
セ
ー
ジ

を
試
食
し
な
が
ら
マ
イ
ス
タ
ー

（
職
人
）
の
世
界
を
の
ぞ
い
て

み
ま
せ
ん
か
。（
区
共
催
）

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時　

２７

３０

分
〜
３
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ

３０

る
荻
窪
・
第
一
〜
三
教
室
（
荻

窪
５
―　

―　

） 

ぐ
る
め
く

１５

１３

に
ひ
ろ
・
松
澤
州
紘 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

五
〇

名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
消

費
者
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
８
‐

３
１
４
１
へ
（
先
着
順
）

●
善
福
寺
川
シ
リ
ー
ズ 

川
と
み
ど
り
に
親
し
め
る

新
し
い
公
園
づ
く
り

　
 

・ 

２
月　

日
＝
環
境
か

２６

ら
見
た
善
福
寺
川
▽
３
月　

日
２６

＝
川
の
護
岸
を
考
え
る
▽
４
月

　

日
＝
魚
が 
棲 
め
る
川
▽
５
月

す

２３
　

日
＝
神
田
川
再
生
構
想
を
読

２１む
▽
６
月　

日
＝
和
田
堀
公
園

１８

の
観
察
と
親
水
公
園
を
考
え
る

／
い
ず
れ
も
土
曜
日
の
午
後
２

時
〜
４
時
（
計
五
回
） 

あ
ん

さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
環
境
学
習
室

（
荻
窪
５
―　

―　

）／
６
月　

１５

１３

１８

日
＝
大
宮
八
幡
宮
集
合
（
大
宮

２
―
３
―
１
） 

自
然
環
境
、

公
園
な
ど
に
興
味
が
あ
る
方 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
、

フ
ァ
ク
ス（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、
す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館
�

３
３
９
８
‐
３
１
９
１
�
３
３

９
８
‐
３
１
９
３
へ
（
先
着
順
）

自
然
観
察
会
（
野
鳥
）

　

冬
に
多
く
見
ら
れ
る
野
鳥
を

中
心
に
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

　
 

３
月
５
日 

午
前　

時
〜

１０

時

（日）場
師

対
定

費

申

問

時

内

場

対

定

費

申

問

時

（土）

正
午（
雨
天
実
施
） 

都
立
善
福

寺
公
園
▽
集
合
場
所
＝
都
立
善

福
寺
公
園
渡
戸
橋
付
近
（
善
福

寺
３
―　

） 

杉
並
野
鳥
研
究

１８

会
・
竹
下
信
雄
ほ
か 

小
学
生

以
上
の
方
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
） 

五
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
に
全
員
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

双
眼
鏡
の
必
要
の
有
無
（
当
日

貸
出
あ
り
）
を
書
い
て
、
２
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
環
境
課

２１環
境
都
市
推
進
担
当
へ 

同
担

当 

双
眼
鏡
が
あ
る
方
は
持
参

ミ
デ
ィ
ス
カ
ー
ト
を 

つ
く
り
ま
せ
ん
か

　

和
、
洋
服
地
の
残
り
布
を
利

用
し
て
ひ
ざ
下
丈
の
ス
カ
ー
ト

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
 

２
月　

日 

、
３
月
４
日

２５

 

午
後
１
時
〜
３
時　

分
（
計

３０

二
回
） 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

高
井
戸
（
高
井
戸
東
３
―
７
―

４
） 

一
二
名
（
先
着
順
） 

・

 

電
話
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ

ば
高
井
戸
�
３
３
３
１
‐
４
３

６
０
へ
（
水
・
木
曜
休
館
）

●
住
ま
い
の
勉
強
会 

主
婦
感
覚
で
せ
ま
る 

家
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト 

―
業
者
ま
か
せ
に
で
き
な
い

収
納
・
キ
ッ
チ
ン

　

主
婦
と
し
て
、
そ
し
て
住
ま

い
づ
く
り
の
プ
ロ
と
し
て
の
視

点
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
新
築
に

お
け
る
重
要
事
項
を
具
体
的
に

解
説
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時　

２４

３０

分
〜
５
時 

荻
窪
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
（
荻
窪
２
―　

―　

）

３４

２０

 

講
演
と
住
ま
い
の
相
談
会 

三
〇
名 

五
〇
〇
円（
資
料
代
）

 

・ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
（
３
面
記
入
例
参
照
）

場

師

対

定

費

申

問

他時

（金）

（金）

場
定

申

問
時

（木）

場

内

定

費

申

問

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
住
環
境
ネ
ッ

ト
�
５
３
３
６
‐
６
６
０
４
�

５
３
３
６
‐
６
６
０
９
、
Ｅ
メ

ー
ルin

fo
@
n
p
o
-jy
u
k
a
n
k

y
o
.n
e
t

へ
（
先
着
順
）

●
講
演
会 

成
年
後
見
制
度
と
遺
言

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法

や
振
り
込
め
詐
欺
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
判
断
能
力
が
不
十
分

な
た
め
に
財
産
侵
害
を
受
け
た

り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
自
分
の
財
産
や
権
利

を
ど
の
よ
う
に
守
っ
た
ら
よ
い

の
か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

３
月
９
日 

午
後
２
時
〜

４
時　

分 

区
役
所
第
四
会
議

３０

室
（
中
棟
六
階
） 
 

成
年
後

見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ

ー
ト
東
京
支
部
講
師 

区
内
在

住
の
方 

一
二
〇
名（
先
着
順
）

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

保
健
福
祉
部
管
理
課

Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
講
座

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時　

２６

３０

分
〜
３
時　

分 

杉
並
Ｎ
Ｐ

３０

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

四
階
） 

一
五
名 

二
〇

１７
〇
〇
円
（
都
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
代

含
む
） 

・ 

電
話
で
、
杉
並

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
�
５
３
０
６
‐

３
９
３
９
へ
（
先
着
順
）

●
入
り
口
い
ろ
い
ろ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア　

そ
の　
 ２２

「
路
上
」か
ら「
地
域
」へ 

―
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
に
取
り

組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

路
上
で
生
活
す
る
「
ホ
ー
ム

レ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
方
々
を
訪

問
し
、
社
会
関
係
を
取
り
戻
し

時

（水）

場

師
（社）対

定

費

申

問
時

（土）
場

定

費

申

問

て
い
く
お
手
伝
い
を
し
て
い
る

方
を
お
招
き
し
ま
す
。

　
 

２
月　

日 

午
後
６
時
〜

１９

８
時 

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

四

４７

１７

階
） 

ス
ー
プ
の
会
・
後
藤
浩

二 

二
〇
名
（
先
着
順
） 

無

料 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、
杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
�

５
３
０
６
‐
３
９
３
９
�
５
３

０
６
‐
６
５
９
７
へ

ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室

　
 

４
月　

日
〜
５
月　

日
の

１６

１４

毎
週
土
曜
日
午
前　

時
〜
正
午

１０

（
計
五
回
） 

高
井
戸
温
水
プ

ー
ル（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）

 

区
内
在
住
の
４
歳
〜
新
小
学

四
年
生
で
軽
度
の
気
管
支
ぜ
ん

息
に
か
か
っ
て
い
る
方 

三
五

名
（
選
考
・
抽
選
） 

二
五
〇

円
（
保
険
料
） 

ハ
ガ
キ
（
３

面
記
入
例
参
照
）
に
「
水
泳
教

室
参
加
希
望
」、
新
学
年
（
未
就

学
児
は
年
齢
）
も
書
い
て
、
２

月　

日（
必
着
）ま
で
に
保
健
予

２８
防
課
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪

１６７

５
―　

―
１
）
へ 

同
課
�
３

２０

３
９
１
‐
１
０
２
５

高
齢
者
の
社
会
貢
献 

ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座 

（
初
心
者
コ
ー
ス
）

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り

体
を
動
か
す
高
齢
者
向
け
エ
ア

ロ
ビ
ッ
ク
を
、
基
礎
的
な
動
き

や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
高
齢
者
の
身

体
特
性
ま
で
実
技
を
交
え
て
学

び
ま
す
。
指
導
者
養
成
講
座
と

合
わ
せ
て
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
（
指
導
者
）
を
目
指
し
ま
す
。

　
 

３
月
３
日 

・
４
日 

・

　

日 

・　

日 

・　

日 

午

１０

１１

１８

前　

時
〜
正
午
（
計
五
回
） 

１０ 時

（土）

場師
定

費

申

問

時

場

対

定
費

申
問

時

（木）

（金）

（木）

（金）

（金）
場

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
杉

の
樹
ホ
ー
ル
（
高
井
戸
東
３
―

７
―
５
） 

ダ
イ
ヤ
ビ
ッ
ク
ひ

ば
り
会 

区
内
在
住
で
地
域
で

社
会
貢
献
す
る
意
欲
の
あ
る　
５５

歳
以
上
の
方 

三
〇
名 

無
料

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

高
齢

者
施
策
課
い
き
が
い
活
動
支
援

係 

飲
み
物
、
運
動
靴
持
参

「 
痴  
呆 
症
」
か
ら
「
認

ち 
ほ
う

知
症
」
へ

　

「
痴
呆
」
と
い
う
言
葉
へ
の

様
々
な
誤
解
や
偏
見
の
解
消
を

図
る
た
め
、「
認
知
症
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
認
知
症
」
を
正
し
く
理
解

し
て
、
い
き
い
き
と
し
た
長
寿

社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　
 

①
２
月　

日 

②　

日 

２４

２８

／
午
後
２
時
〜
４
時 

杉
並
保

健
所
地
下
講
堂
（
荻
窪
５
―　
２０

―
１
） 

・ 

①
認
知
症
っ
て

何
？
〜
そ
の
理
解
と
対
応
（
群

馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

所
長
・
宮
永
和
夫
）
②
生
活
の

中
で
の
認
知
症
〜
そ
の
理
解
と

対
応
（
元
さ
ん
あ
い
公
社
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
頼
富
淳
子
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
施

設
長
・
島
村
淑
子
） 

区
内
在

住
の
方 

八
〇
名 

無
料 

・

 

電
話
で
、
杉
並
保
健
所
健
康

推
進
課
�
３
３
９
１
‐
１
０
１

５
へ
（
先
着
順
）

肩
こ
り
解
消
！
家
庭
で
で
き

る
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

　
 

３
月
４
日 

・
９
日 

午

後
１
時　

分
〜
３
時　

分 

高

３０

３０

齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
杉
の

樹
ホ
ー
ル
（
高
井
戸
東
３
―
７

―
５
） 

杉
並
区
三
療
サ
ー
ビ

ス
連
絡
協
議
会 

区
内
在
住
で

　

歳
以
上
の
方 

各
日
一
五
名

６０（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ

師
対

定

費

申

問

他時

（木）

（月）

場

内

師

対

定

費

申

問
時

（金）

（水）場

師

対定

費

申

キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
希

望
日
も
書
い
て
、２
月　

日（
必

２１

着
）
ま
で
に
高
齢
者
施
策
課
い

き
が
い
活
動
支
援
係
へ 

同
係

●
年
代
別
健
康
講
座 

こ
れ
か
ら
マ
マ
に
な
る

方
の
ク
ッ
キ
ン
グ

　
 

３
月
２
日 

午
前　

時
〜

１０

午
後
１
時 

高
井
戸
保
健
セ
ン

タ
ー（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
）

２０

 

カ
ル
シ
ウ
ム
・
鉄
分
の
多
い

食
事
を
つ
く
り
、
み
ん
な
で
た

の
し
く
昼
食
会
（
交
流
会
） 

妊
婦
の
方 

二
〇
名 

三
〇
〇

円 

・ 

電
話
で
、
高
井
戸
保

健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４
‐
４

３
０
４
へ
（
先
着
順
）

●
家
族
介
護
者
教
室 

こ
れ
っ
て
楽
だ
ね
、 

便
利
だ
ね
�

　

体
に
負
担
を
か
け
ず
に
福
祉

用
具
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ

う
。
福
祉
用
具
を
実
際
に
見
た

り
手
に
取
っ
た
り
、
さ
わ
っ
た

り
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時　

１７

３０

分
〜
３
時 

天
沼
会
議
室
（
天

沼
２
―　

―　

） 

ケ
ア　

荻

３０

１０

２４

窪
北
職
員 

七
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
、

ケ
ア　

荻
窪
北
�
５
３
３
５
‐

２４

５
８
８
１
�
５
３
３
５
‐
５
８

８
３
へ 

終
了
後
、
希
望
者
の

相
談
を
個
別
に
受
け
付
け
ま
す

●
地
域
さ
さ
え
愛
グ
ル
ー
プ 

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

地
域
で
活
動
的
に
過
ご
す
こ

と
を
目
指
し
、
高
齢
者
中
心
に

グ
ル
ー
プ
活
動
を
し
て
い
る

「
地
域
さ
さ
え
愛
グ
ル
ー
プ
」

で
、
共
に
活
動
し
手
助
け
し
て

く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
活

動
内
容
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

問

時

（水）

場

内

対

定

費

申

問

時

（木）

場

師

定

費

申

問
他

に
つ
い
て
講
演
し
、
身
近
な
グ

ル
ー
プ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

　
 

３
月
９
日 

午
前　

時
〜

１０

 

区
役
所
第
四
会
議
室
（
中
棟

六
階
） 

東
京
都
老
人
総
合
研

究
所
地
域
保
健
研
究
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
・
新
開
省
二 

地
域

さ
さ
え
愛
グ
ル
ー
プ
に
関
心
の

あ
る
方 

一
〇
〇
名（
抽
選
） 

無
料 

・ 

電
話
で
、高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
課
在
宅
支
援
係
へ

心
げ
ん
き　

体
げ
ん
き 

健
康
ひ
ろ
ば
「
笑
顔
が

い
い
ね
」

　
 

・ 

①
２
月　

日 

午
後

１９

１
時
〜
４
時
＝
オ
ー
ガ
ン
ジ
ー

で
簡
単
に
で
き
る
コ
サ
ー
ジ
ュ

作
り
②　

日 

午
後
１
時　

分

２６

３０

〜
３
時　

分
＝
ほ
が
ら
か
体
操

３０

（
音
楽
に
合
わ
せ
た
手
指
体
操

や
ス
ト
レ
ッ
チ
） 

阿
佐
谷
北

敬
老
会
館
（
阿
佐
谷
北
６
―　
２６

―　

） 

区
内
在
住
で　

歳
以

１３

６０

上
の
方 

①
二
〇
〇
円
（
お
茶

と
お
菓
子
代
、
材
料
費
）
②
一

〇
〇
円
（
お
茶
と
お
菓
子
代
）

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

グ
ル

ー
プ 
ハ
ー
ト 
ｔ
ｏ　

Ｈ
ｅ
ａ

ｒ
ｔ
・
菊
地
�
３
３
９
３
‐
１

０
０
１

●
歯
周
病
予
防
教
室 

は
つ
ら
つ
マ
ダ
ム
の 

若
返
り
大
作
戦

　
 

・ 

２
月　

日
＝
や
さ
し

２５

い
ヨ
ガ
体
験
▽
３
月
４
日
＝
若

返
り
の
食
事
と
は
▽　

日
＝
美

１１

し
い
口
元
を
取
り
戻
そ
う
／
い

ず
れ
も
金
曜
日
の
午
前　

時
〜

１０

正
午 

高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
円
寺
南
３
―　

―　

） 

２４

１５

日
本
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ヨ
ガ
協

会
・
沼
田
尚
子
ほ
か 

区
内
在

住
の　

歳
代
の
女
性
の
方 

二

５０

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

時

（水）

場

師

対

定

費

申

問

時

内

（土）

（土）

場

対費

申

問

時

内
場

師

対

定

費

申

問

高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

１
１
‐
０
１
１
６
へ
（
先
着
順
）

こ
ど
も
と
一
緒
に
見
直

す
、
歯
の
健
康
！ 

―
歯
や
体
に
グ
ッ
ド
な
！
お

菓
子
選
び
な
ど

　
 

３
月
１
日 

午
前　

時
〜

１０

正
午 

和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
和
泉
４
―　

―
６
） 

太
陽

５０

歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
副
校

長
・
櫻
井
み
わ 

区
内
在
住
で

　

〜　

歳
代
の
方 

二
五
名 

２０

４０

無
料 

・ 

電
話
で
、
和
泉
保

健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
３
‐
９

３
３
１
へ
（
先
着
順
） 

託
児

あ
り
（
若
干
名
）

●
健
康
づ
く
り
講
座 

め
ざ
そ
う
！
生
涯
現
役

　
 

・ 

左
表
の
と
お
り 

上

井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
上

井
草
３
―　

―
１
） 

区
内
在

３４

住
・
在
勤
で
、
全
回
出
席
で
き

る
方 

五
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
上
井
草
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
へ

（
先
着
順
）

時

（火）

場

師

対
定

費

申

問

他

時

内

場

対

定

費

申

問

〈健康づくり講座〉
講師内容日時

眞田クリニック院長（医
学博士）　　眞田　祥一

脳と体のしくみを
知って健康長寿

２月２４日（木）
午後２時～４時

聖徳栄養短期大学教授　
小野　恵津子

食生活を見直して
いきいき熟年期

３月３日（木）午後１
時３０分～３時３０分

全日本太極拳協会上級総
合コーチ　　久保　厚子

わらべうたストレ
ッチでリラックス

　　１０日（木）午後１
時３０分～３時３０分
※３月１０日は動きやすい服装で、靴（室内履き）をお持ちください。
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●
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
！
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア 

児
童
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
 

・ 

３
月
９
日 

＝
講
義

「
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方
」

▽　

日 

＝
実
技
「
子
ど
も
と

１１
一
緒
に
楽
し
む
遊
び
・
ゲ
ー
ム
」

／
午
後
７
時
〜
９
時 

児
童
青

少
年
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
１
―　
５６

―
３
ゆ
う
杉
並
） 

無
料 

・

 

前
日
ま
で
に
電
話
で
、
児
童

青
少
年
セ
ン
タ
ー
運
営
指
導
係

�
３
３
９
３
‐
４
７
６
０
へ

●
自
主
グ
ル
ー
プ
共
同
企
画 

中
性
脂
肪
を
減
ら
す
た

め
の
ヘ
ル
シ
ー
料
理

　
 

２
月　

日 

午
前
９
時　

２３

３０

分
〜
午
後
１
時 

荻
窪
保
健
セ

ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

二

〇
名 

五
〇
〇
円
程
度
（
材
料

時

内

（水）

（金）

場
費

申

問
時

（水）場

対

定

費

費
） 

・ 

電
話
で
、
荻
窪
保

健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
１
‐
０

０
１
５
へ
（
先
着
順
）

楽
し
も
う　

大
人
も
子

ど
も
も
読
み
聞
か
せ

　

「
こ
の
本
だ
い
す
き
の
会
」

に
よ
る
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽

し
め
る
読
み
語
り
で
す
。

　
 

２
月　

日 

午
後
２
時　

２６

３０

分
〜
４
時 

高
井
戸
図
書
館

（
高
井
戸
東
１
―　

―
１
） 

２８

高
野
正
美
ほ
か 

六
〇
名
（
先

着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

高
井
戸
図
書
館
�
３

２
９
０
‐
３
４
５
６

人
と
自
然
に
や
さ
し
く
な
れ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

「
静
か
に
聴
き
な
さ
い
」
と

強
制
し
な
い
対
話
式
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
 

２
月　

日 

午
前　

時　

２６

１０

３０

申

問

時

（土）

場

師

定

費

申

問

時

（土）

分
〜
正
午 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

窪
・
環
境
学
習
室
（
荻
窪
５
―

　

―　

） 

子
ど
も
の
成
長
を

１５

１３

護
る
杉
並
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
井

原
太
一 

２
歳
〜
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
（
大
人
だ
け
の
参
加

可
） 

二
五
名 

無
料 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
３
面

記
入
例
参
照
）
で
、
す
ぎ
な
み

環
境
情
報
館
�
３
３
９
８
‐
３

１
９
１
�
３
３
９
８
‐
３
１
９

３
へ
（
先
着
順
）

四
宮
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン

①
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン

　
 

３
月
５
日 

以
降
の
第

二
・
四
水
曜
日
午
前　

時
〜
正

１０

午
、
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
〜

３
時 

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
自
習
や
質
問

�
Ｉ
Ｔ
入
門
お
さ
ら
い
講
座

　
 

一
回
目
＝
３
月
９
日
〜　
３０

日
の
毎
週
水
曜
日（
四
日
間
）▽

場師
対

定

費

申

問

時

（土）

内
時

二
回
目
＝
４
月
６
日
〜　

日
の

２７

毎
週
水
曜
日（
四
日
間
）／
午
後

４
時　

分
〜
６
時　

分 

パ
ソ

３０

３０

コ
ン
の
基
本
、文
字
の
入
力
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル

③
デ
ジ
カ
メ
入
門
講
座

　
 

一
回
目
＝
３
月　

日
〜
４

２６

月　

日
の
毎
週
土
曜
日
（
四
日

１６
間
）
▽
二
回
目
＝
４
月　

日
〜

２３

５
月　

日
の
毎
週
土
曜
日
（
四

１４

日
間
）
／
午
後
３
時　

分
〜
５

３０

時　

分 

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

３０
選
び
方
と
使
い
方
、
写
真
の
保

存
、
加
工
、
印
刷
、
活
用
な
ど

④
家
計
簿
や
住
所
録
を
作
ろ
う

　
 

一
回
目
＝
３
月　

日 

・

１２

　

日 

▽
二
回
目
＝
３
月　

日

１６

２６

 

・　

日 

／
午
前　

時
〜
正

３０

１０

午 

エ
ク
セ
ル
を
使
っ
て
家
計

簿
や
住
所
録
を
作
る

☆

　
 

四
宮
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
（
上
井

草
２
―　

―
３
四
宮
敬
老
会
館

２８

内

時

内

時

（土）

（水）

（土）

（水）

内場

内
） 

区
内
在
住
の
方
（
水
曜

は　

歳
以
上
の
方
） 

講
座
＝

５０
各
一
〇
名 

①
＝
一
時
間
三
〇

〇
円
（
一
時
間
延
長
＝
二
〇
〇

円
加
算
）、②
〜
④
＝
一
日
二
〇

〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
）

 

・ 

①
＝
当
日
、
直
接
会
場

へ
。
②
〜
④
＝
電
話
で
、
一
週

間
前
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
�
５
３
０
３
‐

６
５
４
０
へ
（
先
着
順
）

●
高
井
戸
西
い
き
が
い
応
援
館

夕
焼
け
サ
ロ
ン

　
 

・ 

・ 

２
月　

日 

＝

１６

「
地
域
の
防
犯
を
考
え
る
〜
地

域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
か
ら
」

（
地
域
自
主
防
犯
団
体
「
ホ
ー

ク
ア
イ
富
士
見
ケ
丘
」
代
表
・

内
藤
哲
也
）
▽　

日 

＝
「
知

２３

っ
て
お
く
と
得
す
る
年
金
の

話
」（
社
会
保
険
労
務
士
・
野
村

成
二
）
／
時
間
は
い
ず
れ
も
、

対

定

費

申

問
時

内

師

（水）

（水）

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分 

３０

３０

高
井
戸
西
い
き
が
い
応
援
館

（
高
井
戸
西
１
―　

―
５
高
井

１７

戸
西
敬
老
会
館
内
） 

区
内
在

住
で　

歳
以
上
の
方 

各
二
〇

５０

名 

各
一
〇
〇
〇
円
（
軽
食
付

き
） 

・ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
竹
箒
の
会
杉

並
支
部
・
高
桑
義
博
�
・
�
３

３
８
３
‐
９
８
８
８
、
Ｅ
メ
ー

ル y
-ta
k
a
k
u
w
a
@
a
e
.w
a

k
w
a
k
.c
o
m

へ
（
先
着
順
）

あ
っ
た
ら
い
い
な
こ
ん

な
も
の
―
眠
っ
て
い
る
材

料
で
介
護
用
品
を
つ
く
ろ
う

　

不
用
に
な
っ
た
セ
ー
タ
ー
か

ら
、
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
や
帽

子
を
つ
く
り
ま
す
。

　
 

２
月　

日 

午
後
２
時
〜

２４

４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

環
境
学
習
室
（
荻
窪
５
―　

―
１５

場

対定

費
申

問

時

（木）

場

　

） 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

１３学
の
方 

一
六
名 

無
料 

往

復
ハ
ガ
キ（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１７

に
す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館
（
〒

　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５
―　

―

１６７

１５

　

）
へ 

同
館
�
３
３
９
８
‐

１３３
１
９
１

●
介
護
者
教
室 

入
浴
の
効
用
と
訪
問
入
浴

　
 

２
月　

日 

午
前　

時
〜

１７

１０

正
午 

す
ぎ
な
み
正
吉
苑
（
清

水
２
―　

―　

） 

ケ
ア　

職

１５

２４

２４

員 

区
内
在
住
の
方 

二
五
名

 

無
料 

・ 

電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
、
ケ
ア　

清
水
�
５

２４

３
０
３
‐
５
８
２
３
�
５
３
８

２
‐
２
６
３
３
へ

講
演
と
映
画
の
会

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時　

２８

３０

分
〜
（
１
時
開
場
・
区
後
援
）

対
定

費

申

問

時

（木）

場

師

対

定

費

申

問

時

（月）

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

①
講
演
「
肺
炎
に

２２

３２

つ
い
て
」
②
映
画
上
映
「
男
は

つ
ら
い
よ
（
柴
又
慕
情
）」 

河

北
総
合
病
院
内
科
部
長
・
角
田

裕
美 

区
内
在
住
の
方 

五
〇

〇
名 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

杉
並
区
医
師
会
�
３
３

９
２
‐
４
１
１
４

●
健
康
づ
く
り
支
援
事
業 

老
化
の
予
防
講
演
会

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時　

２１

３０

分
〜
４
時 

高
円
寺
保
健
セ
ン

タ
ー（
高
円
寺
南
３
―　

―　

）

２４

１５

 

身
体
や
こ
こ
ろ
の
老
化
を
防

ぐ 

国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ

ー
精
神
保
健
研
究
所
名
誉
所

長
・
吉
川
武
彦 

区
内
在
住
の

方 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電

話
で
、
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー

�
３
３
１
１
‐
０
１
１
６
へ（
先

着
順
）

場

内

師

対

定

費

申

問
時

（月）

場

内
師

対

定

費

申

問

社
会
教
育
委
員

　

教
育
委
員
会
の
諮
問
や
課
題

に
応
じ
て
、
社
会
教
育
に
関
し

て
答
申
や
提
言
を
し
た
り
、
必

要
な
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

　
 

任
期
＝
４
月　

日
〜　

年

２５

１９

４
月　

日
▽
募
集
人
員
＝
若
干

２４

名
▽
選
考
方
法
＝
申
込
書
、
小

論
文
、
面
接 

区
内
在
住
・
在

勤
で
、
社
会
教
育
・
家
庭
教
育

に
つ
い
て
活
動
実
績
の
あ
る
方

内

対

 

申
込
書
（
社
会
教
育
ス
ポ
ー

ツ
課
、
図
書
館
、
体
育
施
設
で

配
布
。
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
り
出
せ
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
小
論
文
を
添
え

て
、
２
月　

日
（
消
印
有
効
）

２８

ま
で
に
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課

管
理
係
（
区
役
所
東
棟
六
階
）

へ
持
参
ま
た
は
郵
送 

同
係

●
荻
窪
の
音
楽
祭 

出
演
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
 

①
プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
、

個
人
・
グ
ル
ー
プ
を
問
わ
ず
音

楽
祭
に
出
演
で
き
る
演
奏
者
②

会
場
な
ど
で
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
③
音
楽
祭
の
維

持
会
員
（
①
②
は
基
本
的
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
い
た
だ
け

る
方
）
▽
開
催
期
間
＝
５
月　
１９

日 

〜　

日 
 

・ 

「
荻
窪

２２

の
音
楽
祭
」
事
務
局
�
３
３
９

申

問

内（木）

（日）
申

問

２
‐
７
０
１
９
へ

区
立
幼
稚
園
介
助
員

（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）

　
 

区
立
幼
稚
園
で
中
軽
度
の

障
害
の
あ
る
幼
児
の
園
生
活
に

お
け
る
安
全
管
理
と
介
助
▽
勤

務
期
間
＝
４
月
１
日
〜
一
年
間

▽
勤
務
日
な
ど
＝
園
児
登
園
日

（
実
働
六
時
間
）
▽
募
集
人
数

＝
若
干
名
▽
資
格
＝
幼
稚
園
教

諭
免
許
ま
た
は
保
育
士
資
格
取

得
者
、
保
育
園
や
幼
稚
園
で
保

育
や
介
助
な
ど
の
実
務
経
験
が

あ
る
方
▽
時
給
＝
一
一
二
〇
円

〜
一
二
一
〇
円（　

年
度
予
定
）

１７

▽
そ
の
他
＝
有
給
休
暇
あ
り
、

交
通
費
支
給
（
月
額
一
万
円
限

度
）、社
会
保
険
全
員
加
入 

写

真
を
は
っ
た
履
歴
書（「
幼
稚
園

介
助
員
」
と
記
入
）
と
資
格
証

明
書
を
、
２
月　

日
（
必
着
）

２８

内

申

ま
で
に
学
務
課
学
事
係
（
区
役

所
東
棟
六
階
）
へ
郵
送
ま
た
は

持
参 

同
係

小
学
校
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
非
常
勤
職
員
）

　
 

区
立
小
学
校
児
童
へ
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
保
護
者
と
の

相
談
な
ど
▽
資
格
＝
臨
床
心
理

士
の
資
格
（
取
得
見
込
者
を
含

む
）
と
、
教
育
相
談
に
関
し
て

専
門
的
知
識
を
持
つ
方
▽
勤
務

日
＝
月
一
〇
日
（
７
・
８
月
、

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）
▽
勤
務
時
間
＝
午

前
９
時
〜
午
後
５
時　

分
（
実

４５

働
八
時
間
）
▽
報
酬
＝
一
万
二

八
〇
〇
円
（
日
額
、
通
勤
手
当

含
む
、　

年
度
予
定
）
▽
募
集

１７

人
員
＝
五
名 

写
真
を
は
っ
た

履
歴
書
を
郵
送
で
、
２
月　

日
１９

（
消
印
有
効
）ま
で
に
済
美
教
育

問
内

申

研
究
所
（
〒　

‐
０
０
１
３
堀

１６６

ノ
内
２
―
５
―　

）
へ 

同
研

２６

究
所
�
３
３
１
１
‐
０
０
２
１

●
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

職
員

◇
ケ
ア　

上
荻

２４

　
 

職
種
＝
相
談
員
（
ケ
ア　
２４

の
仕
事
全
般
、
資
格
＝
社
会
福

祉
士
）、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
資

格
＝
介
護
支
援
専
門
員
）
▽
勤

務
地
＝
ケ
ア　

上
荻
（
上
荻
３

２４

―　

―
６
）

１６
◇
ケ
ア　

方
南
（
新
設
）

２４

　
 

職
種
＝
相
談
員
（
ケ
ア　
２４

の
仕
事
全
般
、
資
格
＝
看
護
師

／
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
有
資
格
者

歓
迎
）
▽
勤
務
地
＝
ケ
ア　

方
２４

南
（
所
在
地
未
定
）

☆

　
 

勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
〜

午
後
６
時
、
午
前　

時
〜
午
後

１０

問

内内内

７
時
（
交
替
制
）
▽
給
与
＝
大

起
エ
ン
ゼ
ル
ヘ
ル
プ
社
の
規
定

に
よ
る
▽
待
遇
＝
交
通
費
全
額

支
給
、
社
会
保
険
完
備
、
昇
給

年
一
回
、
賞
与
年
二
回
、
保
養

所
あ
り 

・ 

㈱
大
起
エ
ン
ゼ

ル
ヘ
ル
プ
�
３
８
９
２
‐
１
３

４
６
へ

●
荻
窪
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
介
助
職
員

　
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

介
護
▽
勤
務
時
間
な
ど
＝
午
前

９
時
〜
午
後
４
時　

分
（
実
働

３０

六
時
間
三
〇
分
）
▽
時
給
＝
九

五
〇
円
▽
募
集
人
数
＝
若
干
名

▽
資
格
＝
ヘ
ル
パ
ー
３
級
以
上

で
高
齢
者
の
介
護
に
熱
意
の
あ

る　

歳
未
満
の
方 

写
真
を
は

６０
っ
た
履
歴
書
を
、２
月　

日（
必

２５

着
）
ま
で
に
荻
窪
ふ
れ
あ
い
の

家
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
２

１６７ 申

問

内

申

―　

―
３
）
へ
郵
送
ま
た
は
持

２９
参 

同
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
２

２
０
‐
９
６
３
７

 
区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

　

第
一
回
区
議
会
定
例
会
は
、

２
月　

日 

に
開
会
さ
れ
る
予

１８

定
で
す
。本
会
議
や
委
員
会
は
、

問

（金）

定
員
の
範
囲
内
で
ど
な
た
で
も

傍
聴
で
き
ま
す
。

　
 

当
日
、
直
接
区
議
会
事
務

局
（
区
役
所
中
棟
三
階
）
へ 

区
議
会
事
務
局 

①
日
程
の
問

い
合
わ
せ
は
、
２
月　

日
以
降

１４

に
お
願
い
し
ま
す
②
手
話
通
訳

は
、
希
望
日
の
四
日
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

３
月
の
出
張
教
育
相
談
室

　
 

３
月　

日 

午
前
９
時
〜

１０

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時 

井

草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
下
井

草
５
―
７
―　

） 

教
育
相
談

２２

員
二
名
に
よ
る
個
別
の
相
談 

区
内
の
幼
児
・
小
学
生
・
中
学

生
の
保
護
者
、
関
係
者 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
前
日
ま
で
に

済
美
教
育
研
究
所
�
３
３
１
１

‐
０
０
２
１
へ
予
約 

当
日
も

空
き
時
間
帯
が
あ
れ
ば
受
付

申

問

他

時

（木）

場

内

対

費

申

問

他

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆お気軽にご相談ください◆

就 労 相 談
　 毎週火曜日午後１時～５時（予
約優先制。１人約５０分） 産業振興課
相談室（区役所西棟１０階）

時

場

　 区内在住・在勤・在学の方 無料
（職業適性検査を希望する方は、実費
負担有り） ・ 産業振興課就労支援
担当

対 費

申 問



������� ●６

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１７（２００５）年�月��日（金曜日）

　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

�
２
〜
３
月
の
催
し
と
教
室

　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
区
民

集
会
所
で
２
〜
３
月
に
開
催
す

る
催
し
と
各
種
教
室
（
左
表
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
催
し
は
、
記

事
中
の
申
込
方
法
（
申
込
先
は

７
面
下
参
照
）
で
、
各
種
教
室

は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）
で
、
表
中
の
各
締
切

日
（
必
着
）
ま
で
に
該
当
の
施

設
へ
（
抽
選
）。

　

詳
し
い
内
容
や
託
児
の
有
無

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
該
当
の
施
設
へ
。

〈２～３月の各種教室〉
申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

●永福和泉地域区民センター（〒１６８‐００６３　和泉３‐８‐１８）

３月１０日
１００円
(保険料を
含む）

３月１９日（土）
午前９時～正午

トレーニング機器利用講習会～区民センター共通修了証発
行のため（写真１枚３cm×２.５cm持参)／小島敬子
※タオル、室内履き持参

（１５歳以上で、中学校を卒業している方・１２）

●高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

２月２１日５００円
２月２８日、３月７・１４・
２１・２８日（いずれも（月））   
午後６時３０分～８時３０分

ボクササイズ～心と身体のリフレッシュ。脂肪を燃やせ�
／岩月華子

（３０）

２月２１日
１００円
(保険料を
含む）

２月２８日（月）
午後６時３０分～８時３０分

トレーニング機器講習会～区民センター共通修了証発行の
ため（写真１枚３cm×２.５cm持参)／畑弘美
※タオル、室内履き持参

（１５歳以上で、中学校を卒業している方・１０）

●阿佐谷地域区民センター（〒１６６‐０００４　阿佐谷南１‐４７‐１７）

　　無料２月１９日（土）
午後２時～３時

土ようえほんとおはなしの会／こうばこの会
（参加自由）

　　無料２月２６日（土）
午後２時～

土ようえほんとおはなしの会・ひなまつりミニスペシャル
～楽しい絵本やお話のほか、ギターの演奏もあります／こ
うばこの会、三つのりんご、長谷部二郎・知子（ギター）

（参加自由）

　　無料３月５日（土）
午後２時～３時

土ようえほんとおはなしの会／ＯＲＣＡわーるど
（参加自由）

●荻窪地域区民センター（〒１６７‐００５１　荻窪２‐３４‐２０）

２月２１日２００円
３月２・９・１６・２３日
(いずれも（水）、計４回)

午前１０時～正午

美しい韓国語～韓国の初歩の日常会話を楽しく学びます。
観光、歴史、伝統衣裳、詩歌なども紹介します／山田允愛

（５０）

●西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４　桃井４‐３‐２）

２月２５日

第３回
８００円

（材料費）
第４回
３００円

（資料代）

第３回＝３月１９日（土）
第４回＝３月２６日（土）

午後２時～４時

男性専科～第３回「男の料理」＝体に良いもの、体の温ま
るネパール料理２品／バスネット・トゥラシ�第４回「豊
かな生活のためのライフプランの作り方」＝自分の生き方
や夢をデザインし、その実現のためにライフプランをたて
てみませんか／関口仁
（第３回２４、第４回６０、いずれも男性。希望回を明記）

２月２１日１００円
（資料代）

３月１・８・１５・２２日
（いずれも（火）、計４回）

午前１０時～正午

美しい歩き方（ウォーキング）～正しい歩き方は単に見た
目を良くするだけでなく、体の調整から始まり、立ち方、
座り方、自己を素敵に見せます（３回）、体を細く素敵にみ
せるテクニック～上着やパンツ・スカートの丈・色の組み
合わせをレッスンします(１回)／菅井靖典　　　　　（３０）

２月２１日８００円
（材料費）

○１ ３月１７日（木）○２ ２４日（木）
午前１０時～正午

しっかり食べてスリムになる～○１ 健康的なダイエットをめ
ざそう／佐藤のぶ○２ 調理実習／江頭紀行子　　　　　（２４）

●西荻南区民集会所（申し込みは、西荻地域区民センターへ）

２月２１日
５０００円
（資料・
材料費）

３月９・１６・２３・３０日
（いずれも（水）・計４回）

午後１時～３時

心地よい暮らしのためのガーデニング～春はすぐそこに！
お庭を春の装いに○１ テキストによるプランニング○２ プラン
ニングによるレイアウト○３ 寄せ植え○４ ハンギングバスケッ
ト／香山三紀　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３０）

●井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）

２月１８日２００円
３月４・１１・１８・２５日
（いずれも（金）・計４回）

午前１０時～正午

源氏物語に親しむ～好評の古典講座・貝瀬先生に源氏物語
の世界へ連れて行っていただきましょう／貝瀬弘子　（５０）

　　無料※
２月２６日（土）、３月１２日（土）
午後１時３０分～３時３０分
（２時３０分受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します。（原則と
して１人１点、先着順）／安井昌徳ほか　　　（参加自由）

●高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

２月２１日
１２０円

（保険料を
含む）

３月６日（日）
午前１０時～午後１時

３月トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用する
ための事前講習会（写真１枚３cm×２.５cm持参）／宮田秀幸

（１５歳以上で、中学校を卒業している方・１０）

　　１００円
（使用料）

３月６日（日）
午後２時～４時

３月トレーニング相談日～トレーナーが駐在しトレーニン
グの相談に応じます（講習会修了者対象）／宮田秀幸

　　無料
３月３・１０・１７・２４日
（いずれも（木））

午後３時３０分～４時

おはなしひろば～絵本の読み聞かせを中心に手遊び、工作
など／ポエム、上高えほんのひろばグループ、ムーミン母
親クラブ、バンビぶんこ

（参加自由、幼児は保護者の付添いが必要）
※は、実費がかかる場合があります。

 
薬  
膳 
料
理
を 

や
く 
ぜ
ん

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う

　

今
、
盛
ん
に
食
の
大
切
さ
が

言
わ
れ
て
い
ま
す
。医
食
同
源
、

皆
さ
ん
の
台
所
に
あ
る
食
材
に

は
、
身
体
を
健
康
に
し
病
気
を

防
ぐ
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

の
食
材
を
使
っ
て
、
お
い
し
く

家
族
を
元
気
に
す
る
薬
膳
料
理

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

３
月
２
日 

・　

日 

午

１６

前　

時
〜
午
後
３
時　

分 

関

１１

３０

美
智
子 

両
日
と
も
参
加
で
き

時

（水）

（水）師

対

る
方 

二
四
名
（
抽
選
） 

二

〇
〇
〇
円
（
材
料
費
） 

往
復

ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１９

に
同
セ
ン
タ
ー
へ

タ
イ
ル
に
絵
を
描
い
て

み
ま
せ
ん
か

　

下
絵
の
描
い
て
あ
る
タ
イ
ル

に
、
竹
串
を
使
っ
て
好
み
の
色

（
樹
脂
）
を
つ
け
て
絵
を
仕
上

げ
ま
す
。
自
分
で
作
っ
た
作
品

を
、
お
部
屋
や
玄
関
に
飾
っ
て

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

３
月　

日 

午
後
１
時
〜

２５

３
時　

分 

山
野
井
益
代 

二

３０ 定

費
申

時

（金）

師

定

〇
名
（
抽
選
） 

六
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参

照
）
で
、
３
月　

日
（
必
着
）

１０

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

ふ
れ
あ
い
音
楽
会

　

東
京
立
正
高
等
学
校
の
吹
奏

楽
部
に
よ
る
楽
し
い
音
楽
会
で

す
。

　
 

３
月　

日 

午
後
２
時
〜

２０

３
時 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方 

八
〇
名 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

高
円
寺
地

域
集
会
施
設
運
営
協
議
会
�
３

３
１
７
‐
６
６
１
４

リ
エ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

�
春
が
来
た
ヨ
�

　

「
リ
エ
ー
ル
」
は
地
域
で
活

動
し
て
い
る
音
楽
グ
ル
ー
プ
で

す
。
春
の
ひ
と
と
き
、
す
て
き

な
時
間
を
す
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
 

３
月　

日 

午
後
２
時
〜

１２

４
時 

出
演
＝
古
田
悠
子
（
フ

ル
ー
ト
）、
砂
川
誠
子
（
バ
イ
オ

リ
ン
）、高
柳
和
子（
ピ
ア
ノ
）▽

曲
目
＝
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
「
春
の

声
」、
シ
ュ
ー
マ
ン
「
三
つ
の
ロ

マ
ン
ス
」、春
の
メ
ド
レ
ー
ほ
か

 

九
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参

照
）
で
、
２
月　

日
（
必
着
）

２０

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
「
リ
エ
ー

ル
実
行
委
員
会
係
」
へ

元
気
が
出
る
交
流
講
演
会

―
笑
っ
て
知
っ
て
健
康
に

　

「
笑
い
は
健
康
の
も
と
」
と

言
わ
れ
ま
す
。『
一
笑
健
康
』
な

ど
の
著
書
で
も
知
ら
れ
、
落
語

に
も 
造  
詣 
の
深
い
医
学
博
士
・

ぞ
う 
け
い

福
澤
恒
利
さ
ん
が
、
楽
し
く
学

費

申

時

（日）

対
定

費

申

問

時

（土）

内

定

費

申

べ
る
健
康
の
お
話
を
講
演
し
ま

す
。
こ
れ
で
皆
さ
ん
も
一
生
健

康
で
す
。

　
 

２
月　

日 

午
後
２
時
〜

２３

３
時　

分 

表
参
道
福
澤
ク
リ

３０

ニ
ッ
ク
院
長
・
福
澤
恒
利 

七

〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復

ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
・

二
名
ま
で
連
記
可
）
で
、
２
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン

１７タ
ー
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
係
」
へ

☆

　
 

阿
佐
谷
地
域
集
会
施
設
運

営
協
議
会
事
務
局
�
３
３
１
４

‐
７
２
１
５

●
区
民
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ 

私
の
ラ
グ
ビ
ー
人
生

　

大
学
ラ
グ
ビ
ー
日
本
一
の
早

稲
田
大
学
、
そ
の
快
進
撃
の
原

動
力
は
何
か
。
知
将
で
知
ら
れ

る
清
宮
克
幸
監
督
を
招
い
て
の

講
演
会
で
す
。

　
 

３
月
９
日 

午
後
２
時
〜

４
時
（
１
時　

分
開
場
） 

早

３０

稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
・

清
宮
克
幸 

九
〇
名（
先
着
順
）

 

二
〇
〇
円 

当
日
、
直
接
会

場
へ

●
区
民
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ 

続
・
美
し
い
京
都
再
発
見

　

春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
先
が

け
て
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

昨
春
、
実
施
し
て
好
評
だ
っ

た
講
演
の
続
編
で
す
。

　

古
都
京
都
の
見
ど
こ
ろ
を
歴

時

（水）

師

定

費

申

問時

（水）

師

定

費

申

史
的
に
さ
ら
に
掘
り
下
げ
ま

す
。

　
 

２
月　

日 

午
後
２
時
〜

２６

４
時
（
１
時　

分
開
場
） 

歴

３０

史
研
究
家
・
呉
服
晃
一 

八
〇

名
（
先
着
順
） 

二
〇
〇
円 

当
日
、
直
接
会
場
へ

ア
ー
ト
展

　
 

３
月　

日 

・　

日 

午

１２

１３

前　

時
〜
午
後
４
時 

出
展
作

１０
品
＝
絵
画
・
書
道
・
写
真
・
手

芸
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
・
一
般
区

民
の
作
品
▽
特
別
企
画
＝ 
箏 
の

こ
と

演
奏
（
眼
龍
義
治
、
増
渕
喜
子
）

で
「
春
の
海
」、
音
楽
物
語
「
ご

ん
ぎ
つ
ね
」、童
謡
唱
歌
▽
模
擬

店
＝
コ
ー
ヒ
ー
、
パ
ン
、
お
汁

粉
ほ
か 

無
料 

当
日
、
直
接

同
セ
ン
タ
ー
へ☆

　
 

荻
窪
地
域
集
会
施
設
運
営

協
議
会
事
務
局
�
３
３
９
８
‐

９
１
２
７

●
開
館
二
〇
周
年
記
念 

西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り

　
 

３
月
５
日 

・
６
日 

午

前　

時
〜
午
後
４
時 

区
民
の

１０
作
品
展
示
・
ホ
ー
ル
発
表
・
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
▽
５
日
＝
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
、
津
軽
三
味
線
、
気

軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
デ
ビ

ュ
ー
、
ふ
れ
あ
い
囲
碁
・
将
棋

コ
ー
ナ
ー
▽
６
日
＝
モ
ン
キ
ー

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
和
太
鼓
、

ク
イ
ッ
ク
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
当

日
整
理
券
発
行
）、ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会（
参
加
者
募
集
。

同
セ
ン
タ
ー
受
付
で
配
布
す
る

申
込
用
紙
で
２
月　

日
ま
で
に

１８

申
し
込
み
） 

無
料 

当
日
、

直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

時

（土）

師
定

費

申

時

（土）

（日）

内

費

申

問時

（土）

（日）

内

費

申

西 
 
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

荻 
 
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

高
円
寺
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

▲清宮　克幸
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１７（２００５）年�月��日（金曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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下高井戸区民集会所�５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１○休 第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
�３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２○休 第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所�５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１○休 第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター�３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７○休 第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター�３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２○休 第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所�３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３○休 第２・第４火曜日

八成区民集会所�３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２○休 第２水曜日

高井戸地域区民センター�３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５○休 第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所�３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５○休 第２・第４月曜日

梅里区民集会所�３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０○休 第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター�３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０○休 第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所�５３１０－４６３３
〒１６７－００３１本天沼２－１２－１０○休 第１・第３月曜日

西荻地域区民センター�３３０１－０８１１
〒１６７－００３４桃井４－３－２○休 第２・第４水曜日、１１日

西荻南区民集会所�３３３５－５４４４
〒１６７－００５３西荻南３－５－２３○休 第２月曜日

永福和泉地域区民センター�５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８○休 第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所�３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８○休 第１・第３水曜日

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

春
ま
つ
り

　

四
宮
区
民
集
会
所
は
今
年
開

館
二
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
地

域
の
皆
さ
ん
と
梅
の
咲
く
な
か

一
日
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
 

３
月
６
日 

午
前　

時
〜

１０

午
後
３
時
（
雨
天
決
行
） 

集

会
所
利
用
者
団
体
な
ど
の
作
品

展
示
・
工
作
教
室
・
楽
し
い
ゲ

ー
ム
・
模
擬
店
（
豚
汁
・
わ
た

あ
め
・
も
ち
つ
き
は
毎
年
大
好

評
で
す
） 

当
日
、
直
接
同
集

会
所
へ 

井
草
運
営
協
議
会
事

務
局
�
３
３
０
１
‐
７
７
２
３

（
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

科
学
あ
そ
び

　
 

３
月　

日 

午
後
１
時　

１２

３０

分
〜
３
時　

分 

①
自
分
の
紙

３０

ヒ
コ
ー
キ
を
作
る
〜
型
紙
を
切

り
ぬ
き
、
自
分
の
紙
ヒ
コ
ー
キ

を
作
っ
て
飛
ば
し
て
み
よ
う
②

デ
ン
キ
く
ら
げ
〜
く
ら
げ
が
、

ど
の
く
ら
い
空
中
に
浮
い
て
い

る
か
試
し
て
み
よ
う 

科
学
館

長 

小
学
校
低
学
年
の
方 

三

〇
名 

一
〇
〇
円
（
材
料
費
・

保
険
料
） 

２
月　

日
か
ら
直

１５

接
、
同
セ
ン
タ
ー
図
書
室
受
付

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
（
先
着
順
） 

使
い
慣
れ
た
ハ
サ
ミ
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

時

（日）

内

申
問

時

（土）内

師

対

定

費

申

他

四 
 
宮
区
民
集
会
所

　

上
町
親
交
会
は
、
下
高
井

戸
１
・
４
・
５
丁
目
区
域
内

の
住
民
が
互
い
に
助
け
合

い
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ

く
り
を
目
的
に
、
会
員
相
互

の 
親  
睦 
を
図
る
活
動
を
行
っ

し
ん 
ぼ
く

て
い
ま
す
。
現
在
、
会
員
数

一
五
〇
〇
世
帯
に
成
長
し
、

区
か
ら
の
様
々
な
情
報
を
速

や
か
に
伝
え
、
よ
り
住
み
や

す
い
地
域
を
つ
く
ろ
う
と
日

々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

前
身
で
あ
る
「
上
町
会
」

は
、
戦
後
、
進
駐
政
策
に
よ

り
解
散
と
な
り
ま
し
た
が
、

復
興
途
上
の
混
乱
の
中
、
あ

ら
た
め
て
町
会
の
組
織
が
必

要
と
な
っ
た
た
め
、
昭
和　
２３

年
に
上
町
親
交
会
を
結
成

し
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
防
犯
防
災
や
交

通
安
全
対
策
な
ど
の
活
動
に

町
会
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
特
に
防
災
に

つ
い
て
は
、
平
成　

年　

月

１５

１０

に
他
に
先
駆
け
、
下
高
永
福

連
合
防
災
会
と
連
携
し
て
、

大
地
震
を
想
定
し
た
震
災
救

援
所
運
営
の
実
践
的
な
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
２
月
ご
ろ
に

は
町
内
の
親
睦
を
図
る
た

め
、
も
ち
つ
き
大
会
を
行
っ

た
り
、
夏
に
は
高
齢
者
に
日

常
生
活
を
快
適
に
過
ご
し
て

も
ら
う
た
め
健
康
づ
く
り
教

室
を
開
催
し
、
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

　

昨
年　

月
に
は
、
下
高
井

１０

戸
住
民
の
長
年
の
悲
願
で
あ

っ
た
南
北
バ
ス
「
す
ぎ
丸
」

さ
く
ら
路
線
が
運
行
開
始
と

な
り
ま
し
た
。
沿
線
に
は
美

し
い
公
園
や
歴
史
あ
ふ
れ
る

見
所
も
多
く
、
停
留
所
名
も

昔
の
歴
史
が
し
の
ば
れ
る
名

称
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
会
主
催
の
バ

ス
路
線
開
通
を
祝
う
イ
ベ
ン

ト
（
も
ち
つ
き
、
展
示
な
ど
）

を
２
月　

日 

午
前
９
時
〜

２７

午
後
３
時
に
、
塚
山
公
園
こ

ど
も
広
場
に
お
い
て
予
定
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
地
域
の
方
が
町
会
活

動
に
参
加
し
、
住
み
よ
い
個

性
あ
る
ま
ち
を
と
も
に
築
い

て
い
け
る
よ
う
役
員
一
同
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。（
上
町
親
交
会

会
長
・
島 

義
正
さ
ん
）

　
 

永
福
和
泉
地
域
活
動
係

�
５
３
０
０
‐
９
３
１
１

（日）

問

▲恒例のもちつき大会

★
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
・
和
裁
（
浴
衣
）
講
習
会

　
 

３
月
３
日 

・
７
日 

・

８
日 

午
前　

時
〜
午
後
４

１０

時
、　

日 

・　

日 

午
後
１

１５

２８

時　

分
〜
４
時　

分（
計
五
回
）

３０

３０

 

み
な
み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル
七
階

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
２
―

１４

　

） 

区
内
在
住
の
お
お
む
ね

７０２
　

歳
〜　

歳
で
全
日
程
に
出
席

６０

６５

し
、
終
了
後
同
セ
ン
タ
ー
会
員

と
し
て
和
裁
関
連
の
仕
事
が
で

き
る
方 

一
〇
名
（
選
考
） 

無
料 

・ 

電
話
で
、
２
月　
２１

日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
�
３
３

時

（木）

（月）

（火）

（火）

（月）

場

対
定

費

申

問

１
７
‐
２
２
１
７
へ

★
税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
の

無
料
相
談
会

　
 

２
月　

日 

午
前　

時
〜

１９

１０

午
後
４
時
（
正
午
〜
午
後
１
時

を
除
く
） 

東
京
税
理
士
会
杉

並
支
部
（
阿
佐
谷
南
３
―
１
―

　

サ
ン
ア
サ
ガ
ヤ
ビ
ル　

） 

３３

２０１

①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る

た
め
の
相
談
②
消
費
税
の
申

告
・
届
出
の
相
談
（
新
規
課
税

事
業
者
の
方
な
ど
）
／
一
人
三

〇
分
程
度 

・ 

電
話
で
、
東

京
税
理
士
会
杉
並
支
部
�
３
３

９
１
‐
１
０
２
８
へ
予
約

★
講
演
会
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時　

１９

３０

分
〜
（
１
時
開
場
） 

勤
労
福

祉
会
館
（
桃
井
４
―
３
―
２
）

 

・ 

講
演
会
「
障
害
者
や
高

時

（土）

場

内

申

問

時

（土）

場

内

師

齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
」（
河
北
総
合
病
院
理

事
長
・
河
北
博
文
）、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
（
ア
ブ
リ
ズ
） 

無
料

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

あ
し

た
の
会
中
途
障
害
者
の
第
二
福

祉
作
業
所
�
３
３
９
９
‐
８
３

３
９

費

申

問

「
す
ぎ
丸

「
す
ぎ
丸
」」新
路
線
の

新
路
線
の

開
通
を
き
っ
か
け
に

　

開
通
を
き
っ
か
け
に

さ
ら
に
明
る
く

　
　

さ
ら
に
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

�
住
民
は
地
域
社
会
の
主
人
公
�

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
杉
並
ア
ヤ
ッ

ク
ス
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

平
成
７
年
に
サ
ッ
カ
ー
が
大

好
き
な
小
学
生
六
人
と
代
表

の
杉
沢
幹
生
さ
ん
の
七
人
で

始
ま
っ
た
活
動
を
き
っ
か
け

に
発
足
し
ま
し
た
。

　

杉
沢
さ
ん
は
、
自
分
の
子

ど
も
時
代
と
ま
っ
た
く
変
わ

ら
な
い
練
習
方
法
に
疑
問
を

持
ち
、
熱
心
に
サ
ッ
カ
ー
を

し
た
い
子
ど
も
た
ち
に
よ
り

よ
い
環
境
を
整
え
て
あ
げ
る

こ
と
が
大
事
と
考
え
ま
し

た
。

　

平
成　

年
に
は
中
学
生
の

１０

指
導
グ
ル
ー
プ
を
新
た
に
設

立
し
ま
し
た
が
、
練
習
に
使

用
す
る
井
草
森
公
園
運
動
場

は
芝
の
養
生
の
た
め
使
用
で

き
な
い
日
数
が
多
い
の
が
現

状
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ス
ポ

ー
ツ
環
境
を
充
実
さ
せ
る
観

点
か
ら
、
全
国
の
芝
生
グ
ラ

ン
ド
の
視
察
や
芝
生
管
理
の

研
修
会
に
参
加
し
、
研
究
を

重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を 
活 
か
い

し
、
グ
ラ
ン
ド
の
芝
生
管
理

の
運
営
に
か
か
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
、　

年　

月
に

１３

１１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
た

の
で
す
。

　

昨
年
は
、
杉
並
区
の
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
協
働
事
業
提

案
制
度
」
に
�
井
草
森
公
園

運
動
場
の
芝
生
管
理
委
託
業

務
の
提
案
�
を
行
い
、
来
年

度
実
施
に
向
け
て
区
と
具
体

的
に
協
議
す
べ
き
提
案
と
し

て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
協
議

が
順
調
に
進
め
ば
、　

年
度

１７

か
ら
、
夢
の
実
現
に
向
け
た

ア
ヤ
ッ
ク
ス
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
の
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
中
欧
の
ス

ロ
ベ
ニ
ア
に
子
ど
も
た
ち
や

コ
ー
チ
を
派
遣
し
、
本
場
の

サ
ッ
カ
ー
指
導
方
法
な
ど
を

学
び
、
交
流
を
深
め
て
い
く

予
定
で
す
。

　

ア
ヤ
ッ
ク
ス
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
は
「
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し

む
」こ
と
だ
け
で
は
な
く
、自

分
た
ち
も
地
域
の
一
員
で
あ

る
と
い
う
意
識
を
は
ぐ
く
む

た
め
、「
家
族
」
や
「
地
域
社

会
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
に

も
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
親
た
ち
と
も
接
点
を
持

ち
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
考
え

で
す
。

　
 

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

�
５
３
０
６
‐
３
９
３
９
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.s
n
v
c
.jp
/

問

サ
ッ
カ
ー
通
じ
て
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

サ
ッ
カ
ー
通
じ
て
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

「
杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
」か
ら
の
活
動
リ
ポ
ー
ト
○５
 

土曜日のパパママ学級
３月１９日（土）午後１時～４時

高井戸保健センター（〒１６８‐００７２高井
戸東３‐２０‐３�３３３４‐４３０４）
 区内在住で当日妊娠２８週以上の初産のカ
ップル２４組 無料 往復ハガキに２人の氏
名・住所・電話番号・出産予定日を書いて、２月
１８日 ～３月４日（必着）に同保健センターへ 
応募多数の場合、出産予定日などで調整あり

対
費 申

他

「さざんかねっと」からのお知らせ
　３月から、区のスポーツ施設の予約申し込みが「さざんかねっと」で
できるようになります。このため、「さざんかねっと」の最初の画面が
変わります。集会施設などの申し込みは、「集会施設を使う」を選んで
ください。
　なお、地域区民センター・区民集会所の体育室についても、変更はあ
りませんので、「集会施設を使う」からお申し込みください。

　　――問い合わせは、地域課へ。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

杉
並
ア
ヤ
ッ
ク
ス

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

下高井戸地区
「上町親交会」

▲

練
習
風
景（
井
草
森
公
園
）
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１７（２００５）年�月��日（金曜日）

●都民体育大会予選会
◇バドミントン
　 ３月２７日（日）＝男子・女子ＡＢランク、４月２日（土）＝女子Ｃランク以下、いず
れも午前９時～ 上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１） 種目＝男子・
女子複 区内在住・在勤・在学の方（女子参加者は区内在クラブも可） １００組 
１人につき連盟登録者＝１５００円、未登録者＝２０００円を郵便振替口座「００１３０‐８‐
７２４１１７杉並区バドミントン連盟」へ振込 受領証のコピーと所定の申込書（区立
体育館にあります）を３月１日（必着）までに区バドミントン連盟・宇田川孝（〒１６６
‐００１５成田東４‐３８‐２０ミカドスポーツ内）へ郵送 同連盟・宇田川�３３１３‐８５５１
（午前１０時～午後５時）
●杉並カップスキー競技大会
　 ３月２６日（土）午前９時競技開始（区後援） 菅平高原裏太郎かもしかスキ－場
 種目＝回転（２本） 小学生以上で区内在住・在勤・在学の方と区スキー連盟
会員の方（新規登録も可） １人３０００円（口座振込で「みずほ銀行方南町支店普
通口座８０３４５７６杉並区スキー連盟北島英夫」へ） ・ 所定の申込用紙（区立体
育施設、（財）杉並区スポーツ振興財団、社会教育スポーツ課にあります）に必要事項
を書いて、郵送かファクス（２４時間受付）で、３月２０日（必着）までに区スキー
連盟・北島英夫（〒１６６‐００１２和田１‐３５‐３�・FAX３３８１‐６６０７午後７時～１１時３０
分）へ 受付後は参加費はいかなる場合も返却しません
●城西五区親善スキー大会
　 ３月２７日（日）午前９時競技開始（区後援） 菅平高原パインピークオオマツチ
ャンピオンコース 種目＝大回転 区内在住・在勤・在学で小学生以上の方と区
スキー連盟会員の方 ３０００円 参加費を郵便振替口座「００１７０‐７‐２９７２６４杉並
区スキー連盟」に振込後、所定の申込書（区立体育施設・（財）杉並区スポーツ振興
財団・社会教育スポーツ課にあります）と口座振込確認票を、２月２８日（必着）ま
でに区スキー連盟競技部・鷲頭大輔（〒１５７‐００６１世田谷区北烏山４‐３９‐１２）
へ郵送。持参の場合は鷲頭へ連絡 同連盟・鷲頭�０９０‐２３３１‐７１１９
●杉並区バウンドテニス親善大会
　 ３月１３日（日）午前９時～午後５時（区共催） 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
 種目＝団体戦（個人申込み） 区内在住・在勤・在学で１８歳以上の方、区協会
に登録されている会員（締め切り日までに登録可。個人でも参加できます) ７０
名（先着順） １人５００円（当日会場で集めます。保険料含む） 各体育館に置
いてある申込用紙に必要事項を記入し（個人）、クラブでまとめて２月２５日（必
着）までに郵送またはファクスで、区バウンドテニス協会・福間富美子（〒１６６
‐０００３高円寺南３‐３０‐７)へ 同協会・福間�・FAX５９３２‐４６９１へ 当日は運動
のできる服装で上履きと弁当を持参

時
場 内

対 定 費

申

問

時 場
内 対

費
申 問

他

時 場
内 対
費 申

問

時 場
内 対

定
費 申

問 他

●杉並区チャリティゴルフ大会
　 ３月２８日（月）午前８時３０分～（区後援） 取手国際ゴルフ場（茨城県筑波郡伊
奈町板橋） 区内在住・在勤・在学の方 １００名（先着順） ５０００円（プレー費
１万４８００円、消費税、食事代は別途）、チャリティー費＝１口１０００円 往復ハガ
キまたはファクス（３面記入例参照）に性別、生年月日、ＨＣも書いて、３月５日
（必着）までに区ゴルフ連盟事務局（〒１６６‐０００１阿佐谷北２‐３３‐２FAX３３３９‐４５４５）
へ 同連盟事務局�３３３９‐８２２６

 
●成田西・四宮森地域　中・高校生委員会企画～Ｓｕｋｉ★Ｓｕｋｉ★Ｓｋｉ
 ｉｎ ＳＵＧＡＤＡＩＲＡ
　 ３月２６日（土）～２８日（月） 菅平高原オオマツスキー場 スキーの講習会 区内
在住・在学の中・高校生で、説明会を含めて全日程参加できる方 ４５名（抽選）
 １万８０００円（説明会で集めます） ２月１２日～１９日（消印有効）に○1 申込書に
返信用ハガキを添えて各児童館へ申し込む○2 往復ハガキ（３面記入例参照）に学
校名・学年・保護者署名を書いて、四宮森児童館（〒１６７‐００２３上井草２‐４１‐
１１）へ 四宮森児童館�３３９５‐１５７４ ○1 説明会＝３月６日（日）午後２時～４時○2 詳
しくは区内の各児童館で配布している申込書付きチラシをご覧ください
●サウンドテーブルテニス～視覚障害をお持ちの方、ぜひご参加ください
　鈴の入ったピンポン玉を、音を頼りに打ち合う競技です。
　 ２月２７日（日）午前９時～午後１時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 区内在
住・在勤・在学で視覚障害のある方 ２０名 無料 当日、直接会場へ 同体育
館�３２２０‐３３８１
●トレーニングセミナー～シェイプアップコース
　 ３月７日・１４日・２８日（月曜日コース）または３月３日・１０日・２４日（木曜
日コース）いずれも午前１０時～１１時３０分 上井草スポーツセンター・トレーニン
グルーム（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 両コー
ス各５名（先着順） １回４００円（入場料） ・ 電話で、前日までに希望コー
スを上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ
●筋力測定相談（バイオデックスで測定）
　左右の足の筋力（前後面）を測定し、トレーナーが個人の目的に合った効果的
な助言を行います。ぜひ、この機会にご自分の筋力を測定してみませんか。
　 ３月１２日（土）午前９時～午後５時 上井草スポーツセンター・トレーニングル
ーム測定室（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上のふだん運
動している方 ７組（個人とペア（２人組）可） １５００円 電話で、希望測定
時間（測定時間は午前９時から１時間ごとに１組）を上井草スポーツセンター�
３３９０‐５７０７へ（先着順） �杉並区スポーツ振興財団�３３１２‐２１１１（区代表）

時 場
対 定 費

申

問

スポーツ教室

時 場 内 対
定

費 申

問 他

時 場 対
定 費 申 問

時
場

対 定
費 申 問

時 場
対

定 費 申

問

競技大会

出
前
講
座
を 

お
届
け
し
ま
す
！

　

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
悪

質
商
法
な
ど
の
被
害
で
お
困
り

の
方
の
相
談
や
、
解
決
の
た
め

の
助
言
・
あ
っ
旋
・
情
報
提
供
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

苦
情
な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す

る
様
々
な
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。　

年
度
の
相
談
件
数

１５

は
、
六
七
〇
八
件
で
し
た
が
、

　

年
度
は　

月
末
日
現
在
で
、

１６

１２

六
八
〇
四
件
と
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
悪
質
商
法
の
被
害

も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
に

悪
質
商
法
の
手
口
や
対
応
策
を

お
知
ら
せ
し
、
悪
質
商
法
の
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

学
校
、
地
域
団
体
、
各
種
グ
ル

ー
プ
な
ど
に
無
料
で
講
師
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

ど
ん
な
と
こ
ろ
へ
？

　

区
内
の
ど
こ
へ
で
も
、
皆
さ

ん
が
希
望
す
る
場
所
へ
出
か
け

て
行
き
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
各
種
学
校
、
自
治
会
な

ど
に
お
伺
い
し
ま
す
。

Ｑ　

講
座
の
テ
ー
マ
は
？

　

「
若
者
を
ね
ら
う
悪
質
商
法

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
」、「
高

齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
」、「
悪
質
商
法

の
手
口
と
対
処
法
」な
ど
で
す
。

　

一
回
の
標
準
的
な
派
遣
時
間

は
二
時
間
程
度
で
す
。

す
ぎ
な
み
生
活
展

　

「
く
ら
し
を
考
え
る
」
を
テ

ー
マ
に
、
区
内
の
消
費
生
活
団

体
・
環
境
団
体
が
中
心
と
な
っ

て
、
日
ご
ろ
の
活
動
や
研
究
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　
 

３
月
５
日 

正
午
〜
午
後

５
時
、
６
日 

午
前　

時
〜
午

１１

後
４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪

一
・
三
・
四
階
（
荻
窪
５
―　
１５

―　

） 

「
お
や
つ
」
を
テ
ー

１３
マ
と
し
た
実
演
・
展
示
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど 

当
日
、

直
接
会
場
へ

◇
記
念
講
座
「
地
震
は
必
ず
や

っ
て
く
る
！
近
づ
く
大
震
災

を
前
に
、
私
た
ち
は
何
を
す

べ
き
か
」

　
 

２
月　

日 

午
後
２
時
〜

２６

４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

第
一
〜
三
教
室 

東
京
都
生
活

協
同
組
合
連
合
会
・
五
辻
活 

七
〇
名
（
先
着
順
）

◇
お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

こ
わ
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理

し
ま
す
。

　
 

３
月
５
日 

正
午
〜
午
後

５
時
、
６
日 

午
前　

時
〜
午

１１

後
４
時
（
受
付
は
３
時
ま
で
）

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
グ
ル

ー
プ
活
動
室 

杉
並
お
も
ち
ゃ

ド
ク
タ
ー
ズ 

各
日
一
五
名

（
先
着
順
）

☆

　
 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

時

（土）
（日）

場内

申

時

（土）

場

師

定

時

（土）
（日）

場

師
定

対

費

申

科 学 館 館 長科 学 館 館 長 募 集募 集
　
　

年　

月　

日 

午
後
１

１６

１２

２１

時　

分
、
東
京
地
方
裁
判
所

４５
に
お
い
て
、
住
基
ネ
ッ
ト
受

信
義
務
確
認
等
の
請
求
に
関

す
る
訴
訟
に
つ
い
て
の
第
二

回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
、
区

は
、
証
拠
説
明
書 

、
甲
第

１
号
証
か
ら
甲
第　

号
証
ま

２６

で
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
と
都
は
、
本
案

前
の
答
弁
お
よ
び
請
求
の
原

因
に
対
す
る
認
否
に
関
す
る

（火）（１）

準
備
書
面 

を
陳
述
し
ま
し

た
。

　

第
三
回
の
口
頭
弁
論
は
、

３
月　

日 

午
前　

時　

分

１５

１０

４０

に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
区
の
証
拠
説
明
書

 

、
甲
第
１
号
証
か
ら
甲
第

　

号
証
、
国
と
都
の
準
備
書

２６面 

は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
 

総
務
課
法
規
担
当

（１）（火）

（１）
（１）問

▼
住
基
ネ
ッ
ト
訴
訟
コ
ー
ナ
ー（
第
三
回
）▲

第
二
回
口
頭
弁
論

第
二
回
口
頭
弁
論

区
民
等
の
意
見
提
出
手
続
き
を

予
定
し
て
い
ま
す

○１
 

案
の
名
称

　

子
ど
も
・
子
育
て
行
動
計
画
素
案

○２
 

意
見
な
ど
の
提
出
期
間

　

２
月　

日 

〜
３
月
７
日 

２１

※
概
要
は「
広
報
す
ぎ
な
み
」２
月　

日
号
、全
文
は
区
ホ
ー

２１

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

（月）

（月）

 児童課計画担当問

自 治 基 本
条例による

―
―
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
消
費
者
セ

ン
タ
ー
�
３
３
９
８
‐
３
１
４
１
へ
。

　区は、科学館を「科学を育む
地域社会づくりの拠点」にした
いと考えています。科学好きの
人が集まり、交流を重ね、科学
への探求心をかき立てる…そ
んな夢のある科学館をあなた
の力で創ってみませんか。
　 応募資格＝科学に関する
知識、熱意があり、区民・ＮＰ
Ｏ・民間事業者など多様な人々
と協働し、ざん新な新規事業を
企画実行できるプロデュース
力のある方�勤務形態＝１日
８時間、月１６日�報酬＝２６万円
程度（月額、１７年度予定）�選
考方法＝書類選考および面接

内

 募集要項、科学館要覧をご覧
の上、応募書類（教育委員会事
務局庶務課で配布。区ホームペ
ージからも取り出せます）と
「わたしの科学館構想」につい
ての２０００字程度の論文を、２月
２８日（必着）までに教育委員会
事務局庶務課（区役所東棟６
階）へ郵送または持参 同課
 名誉館長＝小柴昌俊博士

申

問

他


